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　新型コロナウイルスワクチンの接種を受ける方には、ワクチンの
有効性と副反応のリスクを十分にご理解いただいた上で、自らの判
断で接種を受けていただきます。

　今号では、新型コロナウイルスワクチンの有効性と副反応のリス
クについて、お伝えします。
※�今号で掲載した情報は、3月25日時点のものであり、今後変更す
る場合があります。

　ワクチンの供給状況を考慮し、高齢者接種分の接種券送付
時期を４月下旬（予定）に変更しました。詳しい送付時期に
ついては、市のホームページ等でお知らせします。

　基礎疾患を有する方、妊娠を希望している方や妊娠中、
授乳中の方もワクチンの接種を受けていただくことはで
きますが、事前にかかりつけ医等に相談した上で判断し
てください。

ワクチンの有効性について
　日本で最初に薬事承認されたファイザー社製のワクチンは、
２回の接種により、95％の有効性で、発熱やせきなどの症状
が出ること（発症）を防ぐ効果が認められています（インフ
ルエンザワクチンの有効性は約40～60％）。

どんなワクチンでも、
副反応が起こる可能性があります

　一般的にワクチン接種後には、ワクチンが免疫をつけるた
めの反応を起こすため、接種部位の痛み、発熱、頭痛などの
副反応が生じる可能性があります。治療を要したり、障害が
残るほどの副反応は、極めて稀

まれ

ですが、ゼロではありません。

　ワクチンが供給され次第、５月上旬以降に、次の優先順位に
従ってワクチン接種を開始する予定です（接種費用は無料）。
１　�高齢者（令和３年度中に65歳に達する、昭和32年4月1
日以前に生まれた方）

２　�高齢者以外で基礎疾患を有する方及び高齢者施設等にお
いて利用者に直接接する職員の方

３　１・２以外の方

　市のホームページにて、ワクチン接種に関す
る情報を随時お伝えしています。市のホームペ
ージには、右の二次元コードからアクセスでき
ます。

　ファイザー社製のワクチンは、国内治験によると、副反応と
して２回の接種後に、接種部位の痛みが約80％、37.5度以上の
発熱が約33%、疲労・倦

けんたいかん

怠感が約60％の方に認められています。

　ワクチンに含まれる成分に対する急性のアレルギー反応（ア
ナフィラキシー）は、市販後米国で100万人に５人程度の頻
度で発生したことが報告されています。

ファイザー社製のワクチンの副反応について

　アナフィラキシーには、治療法があります。接種後に、万
が一アナフィラキシーが起きてもすぐ対応できるよう、接種
会場や医療機関では医薬品などの準備をしています。

接種時のアナフィラキシーに備えます

接種券（クーポン券）の発送について

ワクチン接種（住民接種分）の開始時期について

東大和市における新型コロナウイルスワクチン接種
の最新情報は市のホームページをご覧ください

新型コロナウイルス

ワクチン接種
のお知らせ

　厚生労働省では、ワクチン接種後に生じうる副反応を疑う事
例について、医療機関に報告を求め、収集、公表
しています。詳細は、厚生労働省のホームページ（右
の二次元コードからアクセス可）をご覧ください。

新型コロナウイルス感染症に関する問合せ
かかりつけ医がある場合は、まずはかかりつけ医に相談してください。

☎0570-550-571〔午前９時～午後10時(土・日曜日、祝日を含む)〕

不安に思う方（感染予防法が知りたい、感染したかもしれない）
☎03-5320-4592〔24時間対応（土・日曜日、祝日を含む)〕

東京都発熱相談センター

ファクス03-5388-1396

聴覚に障害のある方等、
電話での相談が難しい方向けの相談窓口

３月25日現在

かかりつけ医がない場合で発熱等の症状が生じた方

東京都新型コロナコールセンター

新型コロナウイルスワクチン接種
に関する問合せ

東大和市新型コロナウイルス
ワクチンコールセンター

☎ 042-563-8551
（午前８時 30 分～午後５時

　土・日曜日、祝日は除く）

厚生労働省新型コロナ
ワクチンコールセンター

☎ 0120-761-770
（午前 9時 ~午後 9時）

東大和市におけるワクチン接種についての問合せ

ワクチン全般についての問合せ

５面：窓口受付システム（発券機） ６面：病児・病後児保育とお迎えサービス ７面：国民健康保険の資格取得・喪失の届出
８面：教育委員会主要施策  ９面：後期高齢者医療保険制度のお知らせ  10・11面：情報マップ  12面：あなたのまちから

市長施政方針
令和３年度

詳しくは２～４面へ

　尾崎市長が令和
３年第１回市議会
定例会で表明した
「令和３年度市長
施政方針」をお知
らせします。
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令
和
３
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、

市
政
に
対
す
る
所
信
を
申
し
述
べ
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
様
、
ま
た
、
そ
の
収
束
に
向
け
て
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
医
療
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
社
会
生
活
を
支
え
て
お
り

ま
す
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
で
猛
威
を
振
る

う
中
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
も
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

国
民
の
命
と
健
康
を
守
り
抜
く
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
社
会
経
済
へ
の
影
響
も
大
変
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
新
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
将
来
を
切
り
拓

く
た
め
、
中
長
期
的
な
課
題
で
あ
る
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
・
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
や
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
な
ど
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
都
で
は
、
新
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
厳
し
い

財
政
環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
都
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
先
の
未
来
を

見
据
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
都
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
無
駄
の

排
除
に
よ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
安
全
か
つ
持
続
可
能
な
大

会
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
お
き
ま
し
て
、
感
染
症

へ
の
対
応
、
事
務
の
見
直
し
や
効
率
化
、
庁
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
・
シ
ニ

ア
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
た
施
策
を
最
も
重
要
な
施
策

と
し
て
位
置
付
け
て
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
国
や
東
京
都
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
感
染
症
へ
の
対
策
や
「
第
二
次
基
本
構
想
」
及
び
「
第

四
次
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
要
施
策
に
配
分
し
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

尾
崎
市
長
が
令
和
３
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
表

明
し
た
「
令
和
３
年
度
市
長
施
政
方
針
」
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
は
じ
め
に
、
私
が
考
え
て
お
り
ま
す
令
和
３
年
度

の
重
要
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
４
点
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
制
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
制
定
し
ま
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
憲
章
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
の
子
ど
も
・

子
育
て
に
関
す
る
共
通
の
理

念
・
指
針
と
し
ま
し
て
、周
知
・

啓
発
を
効
果
的
に
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
や
若
者
、
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
施
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
総
合

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
員
拡
大
を
図
る
た
め
、

（
仮
称
）
東
大
和
市
清
水
一
丁
目
保
育
園
や
南
街
地
域
の
民
間
保

育
園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
和
南
保
育
園
及
び
す

こ
や
か
病
児
・
病
後
児
保
育
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
新
た
な
施
設
を
移
転
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
士
の
人
材
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
補
助
者
の
雇
上

補
助
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
体
制
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用

支
援
事
業
や
認
可
保
育
園
で
の
重
度
障
害
児
等
へ
の
訪
問
看
護
師

派
遣
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
初
め
て
の
学
校
内
学
童

保
育
所
と
し
て
、
第
三
小
学
校
内
に
学
童
保
育
所
を
設
置
し
、
放

　「
東
大
和
市
の
教
育
に
関
す
る
大
綱
」
及
び
「
第
二
次
学
校
教
育

振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
、

児
童
・
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
習
得
や
豊
か
な
人
間
性
の
形
成
及

び
健
康
・
体
力
の
増
進
を
目
指
し
た
教
育
施
策
を
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し

て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
き
、
児
童
・
生

徒
に
整
備
す
る
１
人
１
台
端

末
の
活
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
等
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
の
学
び
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
全
校
を
「
学
力
向
上

推
進
校
」
に
指
定
す
る
と
と

も
に
、少
人
数
学
習
指
導
員
や
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
授
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
習
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
を
主
な
対
象
と
し
た
、
地
域
未

来
塾
の
実
施
に
よ
り
、
学
習
環
境
の
確
立
と
基
礎
学
力
の
定
着
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
条
例
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置

し
て
、
教
育
相
談
体
制
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
と
地

域
住
民
が
一
体
と
な
り
学
校
運
営
に
取
り
組
む
学
校
運
営
協
議
会

の
設
置
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
・
中
学
校

の
教
員
の
事
務
的
補
助
を
行
う
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や

中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
の
配
置
、
統
合
型
校
務
支
援
ソ
フ
ト
を

課
後
子
ど
も
教
室
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

民
間
事
業
者
の
独
自
性
を
活
か
し
た
学
童
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
時
的
に
養
育
が
困

難
と
な
っ
た
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
施
設
型
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
新
た
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
保
育
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
民
間
保
育
園
及
び
児
童

館
の
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
や
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
か

る
が
も
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲�ワクチンを保管するディープフリー
ザー

▲�子ども・子育て憲章

▲�児童・生徒に１人１台整備する端末

第
３
　
教
育
施
策
の
充
実

第
２
　
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
策
の
充
実

第
１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
対
策

　
感
染
症
か
ら
市
民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
感
染
者
を
早
期
に
発
見
す
る
検
査
体

制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
東
大
和
市
医
師
会
と
連
携
・
協
力
し
、
迅
速

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

困
難
が
伴
う
大
き
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
に
１
日
で
も
早
く
接

種
が
で
き
る
よ
う
に
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
在
宅
で
高
齢
者
や

障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
等
が
感
染
症
に
り
患
し
た

場
合
に
、
在
宅
要
介
護
者
が

緊
急
一
時
的
に
施
設
等
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
在
宅

要
介
護
者
受
入
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー
そ
え
る
」
に
お
け
る
適
切

な
支
援
と
生
活
保
護
制
度
と
の
一
体
的
な
運
用
を
図
り
、
包
括
的

に
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
業
務
継
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
在
宅
勤
務
の
環
境
整
備

な
ど
内
部
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度　市長施政方針

活力あるまち、
持続可能なまちを目指して
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活
用
し
た
事
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
教
育
指
導
の
質
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
郷
土
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
等
に
よ
る
寄
附
金
を
活
用
し
、
旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
変
電

所
の
保
存
改
修
工
事
を
完
了
さ
せ
、
一
般
公
開
の
拡
充
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
た
め

に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
豊
か
な
人
生
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
市
制
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
「
健
幸

都
市
宣
言
」
に
基
づ
き
、
健
康
寿
命
の
延
伸
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
組
と
し
ま
し
て
は
、
産
官
学
民
で
連
携
し
、
健
康

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
快
腸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、「
健
康
寿
命
延
伸
取
組
方
針
ア
ク
シ
ョ
ン

　
次
に
、
重
要
施
策
で
申
し
上
げ
ま
し
た
施
策
以
外
の
令
和
３
年

度
に
取
り
組
む
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、「
第
四
次
基
本
計
画
」
に
沿

っ
て
、
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
充
実

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
各
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
及
び
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
会
を
実
施
す

る
な
ど
、
健
康
増
進
や
東
京
２

０
２
０
大
会
の
気
運
醸
成
等
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
街
道
団
地
に
整

備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
運
動

広
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京

都
が
行
う
実
施
設
計
等
の
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、
管
理
棟
の
基

本
設
計
委
託
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
消
費
生
活
の
充
実

　
消
費
生
活
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
費
者
保
護
の
た
め
、

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
と
し
て
不
妊
治

療
費
な
ど
の
助
成
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国

が
保
険
適
用
の
検
討
を
進
め

て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
そ

の
動
向
を
把
握
し
市
民
の
皆

様
へ
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
知
症
検
診
に
よ
る
早
期
診

断
や
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
早
期
支
援
な
ど
に
よ

り
、
効
果
的
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲�東大和市健幸都市宣言

▲�ニュースポーツの一種ラダーゲッタ
ー

■
社
会
保
障
の
充
実

　
社
会
保
障
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

広
域
化
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
積
極
的

に
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
や
医
療
費
の
適
正
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

安
定
的
な
事
業
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
定
的
な
運
営
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
た
め
、
新
た
に
策
定
し
ま
す
「
第
６
次
地
域
福
祉
計
画
」、「
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」、「
第
２
次
障
害

者
総
合
プ
ラ
ン
」、｢

第
２
次
健
康
増
進
計
画
」
及
び｢

自
殺
対
策

計
画｣

に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

第
４
　
健
康
・
福
祉
施
策
の
充
実

４
面
へ
続
く

健
康
で
あ
た
た
か
い
心
の
か
よ
い
あ
う
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
し
と
産
業
が
調
和
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

■
市
街
地
の
整
備

　
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

で
掲
げ
た
方
針
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
協
働
の
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
維
持
管
理
及
び
安
全

対
策
や
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
度
の
実
態
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
道
路
・
交
通
の
整
備

　
道
路
・
交
通
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画
道
路
３
・４
・

17
号
桜
街
道
線
の
用
地
買
収
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
築
造
に

向
け
た
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
は
、
引
き
続
き
、
舗
装
補
修
計
画
策
定

の
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
道
第
８
号
線
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
擁

壁
を
補
修
す
る
た
め
の
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
見
極
め
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
の
取
組
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
談
機
関
で
あ
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
悪
質
商
法
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
都
市
農
業
の
振
興

　
都
市
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
農
地
の
も
つ
多
面

的
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
積
極
的
な
保
全
と
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
が
確
立
で
き
る
よ
う
、

認
定
農
業
者
制
度
の
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
大
和
市
商
工
会
や
中
小

企
業
大
学
校
東
京
校
等
と
連
携
を
図
り
、
創
業
支
援
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
商
工
会
が

実
施
す
る
中
長
期
的
な
経
営
計
画
に
対
応
で
き
る
融
資
制
度
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
事
業
の
推
進

　
観
光
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
観
光
事
業
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

令和３年度重要施策の主な内容
１　新型コロナウイルス感染症の感染対策

○��新型コロナウイルスワクチン接種の実施
○��ＰＣＲセンターの運営
○��在宅要介護者受入事業の実施
○��「くらし・しごと応援センターそえる」と生活保護制度による生活困窮者への包括的な支援
○��職員の業務継続に向けた内部事務のデジタル化の推進

２　子ども・子育て支援施策の充実
○��「子ども・子育て憲章」の周知・啓発
○��「子ども・子育て未来プラン」に基づく子どもや若者、子育て世代への支援施策の推進
○��（仮称）東大和市清水一丁目保育園及び南街地域における民間保育園の整備
○��大和南保育園及びすこやか病児・病後児保育室の老朽化に伴う新たな施設の移転整備
○�ベビーシッター利用支援事業の実施
○�認可保育園での重度障害児等への訪問看護師派遣事業等の実施
○�学校内学童保育所（第三小学校）の設置
○�民間事業者の独自性を活かした学童保育サービスの提供
○�施設型ショートステイ事業の実施

３　教育施策の充実
○�GIGAスクール構想に基づく児童・生徒に整備する１人１台端末の活用
○�学習支援が必要な児童・生徒を主な対象とした地域未来塾の実施
○�「いじめ防止対策推進条例」に基づく取組の推進
○�学校と地域住民が一体となり学校運営に取り組む学校運営協議会設置の拡充
○�統合型校務支援ソフトの活用による事務の効率化
○�旧日立航空機株式会社変電所の保存改修工事完了及び一般公開の拡充

４　健康・福祉施策の充実
○�「健幸都市宣言」に基づく健康寿命の延伸等の取組の実施
○�産官学民での連携による健康増進への寄与を目的とした「快腸プロジェクト｣ の実施
○�「健康寿命延伸取組方針アクションプラン」に基づく事業の推進
○�不妊治療費等助成の実施
○�認知症検診による早期診断や認知症初期集中支援チームによる早期支援の実施
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令
和
３
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、

市
政
に
対
す
る
所
信
を
申
し
述
べ
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
様
、
ま
た
、
そ
の
収
束
に
向
け
て
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
医
療
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
社
会
生
活
を
支
え
て
お
り

ま
す
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
で
猛
威
を
振
る

う
中
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
も
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

国
民
の
命
と
健
康
を
守
り
抜
く
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
社
会
経
済
へ
の
影
響
も
大
変
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
新
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
将
来
を
切
り
拓

く
た
め
、
中
長
期
的
な
課
題
で
あ
る
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
・
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
や
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
な
ど
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
都
で
は
、
新
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
厳
し
い

財
政
環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
都
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
先
の
未
来
を

見
据
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
都
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
無
駄
の

排
除
に
よ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
安
全
か
つ
持
続
可
能
な
大

会
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
お
き
ま
し
て
、
感
染
症

へ
の
対
応
、
事
務
の
見
直
し
や
効
率
化
、
庁
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
・
シ
ニ

ア
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
た
施
策
を
最
も
重
要
な
施
策

と
し
て
位
置
付
け
て
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
国
や
東
京
都
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
感
染
症
へ
の
対
策
や
「
第
二
次
基
本
構
想
」
及
び
「
第

四
次
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
要
施
策
に
配
分
し
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

尾
崎
市
長
が
令
和
３
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
表

明
し
た
「
令
和
３
年
度
市
長
施
政
方
針
」
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
は
じ
め
に
、
私
が
考
え
て
お
り
ま
す
令
和
３
年
度

の
重
要
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
４
点
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
制
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
制
定
し
ま
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
憲
章
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
の
子
ど
も
・

子
育
て
に
関
す
る
共
通
の
理

念
・
指
針
と
し
ま
し
て
、周
知
・

啓
発
を
効
果
的
に
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
や
若
者
、
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
施
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
総
合

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
員
拡
大
を
図
る
た
め
、

（
仮
称
）
東
大
和
市
清
水
一
丁
目
保
育
園
や
南
街
地
域
の
民
間
保

育
園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
和
南
保
育
園
及
び
す

こ
や
か
病
児
・
病
後
児
保
育
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
新
た
な
施
設
を
移
転
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
士
の
人
材
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
補
助
者
の
雇
上

補
助
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
体
制
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用

支
援
事
業
や
認
可
保
育
園
で
の
重
度
障
害
児
等
へ
の
訪
問
看
護
師

派
遣
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
初
め
て
の
学
校
内
学
童

保
育
所
と
し
て
、
第
三
小
学
校
内
に
学
童
保
育
所
を
設
置
し
、
放

　「
東
大
和
市
の
教
育
に
関
す
る
大
綱
」
及
び
「
第
二
次
学
校
教
育

振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
、

児
童
・
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
習
得
や
豊
か
な
人
間
性
の
形
成
及

び
健
康
・
体
力
の
増
進
を
目
指
し
た
教
育
施
策
を
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し

て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
き
、
児
童
・
生

徒
に
整
備
す
る
１
人
１
台
端

末
の
活
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
等
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
の
学
び
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
全
校
を
「
学
力
向
上

推
進
校
」
に
指
定
す
る
と
と

も
に
、少
人
数
学
習
指
導
員
や
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
授
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
習
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
を
主
な
対
象
と
し
た
、
地
域
未

来
塾
の
実
施
に
よ
り
、
学
習
環
境
の
確
立
と
基
礎
学
力
の
定
着
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
条
例
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置

し
て
、
教
育
相
談
体
制
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
と
地

域
住
民
が
一
体
と
な
り
学
校
運
営
に
取
り
組
む
学
校
運
営
協
議
会

の
設
置
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
・
中
学
校

の
教
員
の
事
務
的
補
助
を
行
う
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や

中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
の
配
置
、
統
合
型
校
務
支
援
ソ
フ
ト
を

課
後
子
ど
も
教
室
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

民
間
事
業
者
の
独
自
性
を
活
か
し
た
学
童
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
時
的
に
養
育
が
困

難
と
な
っ
た
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
施
設
型
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
新
た
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
保
育
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
民
間
保
育
園
及
び
児
童

館
の
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
や
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
か

る
が
も
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲�ワクチンを保管するディープフリー
ザー

▲�子ども・子育て憲章

▲�児童・生徒に１人１台整備する端末

第
３
　
教
育
施
策
の
充
実

第
２
　
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
策
の
充
実

第
１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
対
策

　
感
染
症
か
ら
市
民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
感
染
者
を
早
期
に
発
見
す
る
検
査
体

制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
東
大
和
市
医
師
会
と
連
携
・
協
力
し
、
迅
速

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

困
難
が
伴
う
大
き
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
に
１
日
で
も
早
く
接

種
が
で
き
る
よ
う
に
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
在
宅
で
高
齢
者
や

障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
等
が
感
染
症
に
り
患
し
た

場
合
に
、
在
宅
要
介
護
者
が

緊
急
一
時
的
に
施
設
等
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
在
宅

要
介
護
者
受
入
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー
そ
え
る
」
に
お
け
る
適
切

な
支
援
と
生
活
保
護
制
度
と
の
一
体
的
な
運
用
を
図
り
、
包
括
的

に
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
業
務
継
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
在
宅
勤
務
の
環
境
整
備

な
ど
内
部
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度　市長施政方針

活力あるまち、
持続可能なまちを目指して
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活
用
し
た
事
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
教
育
指
導
の
質
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
郷
土
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
等
に
よ
る
寄
附
金
を
活
用
し
、
旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
変
電

所
の
保
存
改
修
工
事
を
完
了
さ
せ
、
一
般
公
開
の
拡
充
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
た
め

に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
豊
か
な
人
生
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
市
制
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
「
健
幸

都
市
宣
言
」
に
基
づ
き
、
健
康
寿
命
の
延
伸
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
組
と
し
ま
し
て
は
、
産
官
学
民
で
連
携
し
、
健
康

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
快
腸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、「
健
康
寿
命
延
伸
取
組
方
針
ア
ク
シ
ョ
ン

　
次
に
、
重
要
施
策
で
申
し
上
げ
ま
し
た
施
策
以
外
の
令
和
３
年

度
に
取
り
組
む
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、「
第
四
次
基
本
計
画
」
に
沿

っ
て
、
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
充
実

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
各
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
及
び
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
会
を
実
施
す

る
な
ど
、
健
康
増
進
や
東
京
２

０
２
０
大
会
の
気
運
醸
成
等
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
街
道
団
地
に
整

備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
運
動

広
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京

都
が
行
う
実
施
設
計
等
の
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、
管
理
棟
の
基

本
設
計
委
託
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
消
費
生
活
の
充
実

　
消
費
生
活
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
費
者
保
護
の
た
め
、

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
と
し
て
不
妊
治

療
費
な
ど
の
助
成
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国

が
保
険
適
用
の
検
討
を
進
め

て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
そ

の
動
向
を
把
握
し
市
民
の
皆

様
へ
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
知
症
検
診
に
よ
る
早
期
診

断
や
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
早
期
支
援
な
ど
に
よ

り
、
効
果
的
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲�東大和市健幸都市宣言

▲�ニュースポーツの一種ラダーゲッタ
ー

■
社
会
保
障
の
充
実

　
社
会
保
障
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

広
域
化
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
積
極
的

に
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
や
医
療
費
の
適
正
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

安
定
的
な
事
業
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
定
的
な
運
営
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
た
め
、
新
た
に
策
定
し
ま
す
「
第
６
次
地
域
福
祉
計
画
」、「
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」、「
第
２
次
障
害

者
総
合
プ
ラ
ン
」、｢

第
２
次
健
康
増
進
計
画
」
及
び｢

自
殺
対
策

計
画｣
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

第
４
　
健
康
・
福
祉
施
策
の
充
実

４
面
へ
続
く

健
康
で
あ
た
た
か
い
心
の
か
よ
い
あ
う
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
し
と
産
業
が
調
和
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

■
市
街
地
の
整
備

　
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

で
掲
げ
た
方
針
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
協
働
の
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
維
持
管
理
及
び
安
全

対
策
や
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
度
の
実
態
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
道
路
・
交
通
の
整
備

　
道
路
・
交
通
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画
道
路
３
・４
・

17
号
桜
街
道
線
の
用
地
買
収
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
築
造
に

向
け
た
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
は
、
引
き
続
き
、
舗
装
補
修
計
画
策
定

の
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
道
第
８
号
線
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
擁

壁
を
補
修
す
る
た
め
の
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
見
極
め
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
の
取
組
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
談
機
関
で
あ
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
悪
質
商
法
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
都
市
農
業
の
振
興

　
都
市
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
農
地
の
も
つ
多
面

的
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
積
極
的
な
保
全
と
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
が
確
立
で
き
る
よ
う
、

認
定
農
業
者
制
度
の
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
大
和
市
商
工
会
や
中
小

企
業
大
学
校
東
京
校
等
と
連
携
を
図
り
、
創
業
支
援
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
商
工
会
が

実
施
す
る
中
長
期
的
な
経
営
計
画
に
対
応
で
き
る
融
資
制
度
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
事
業
の
推
進

　
観
光
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
観
光
事
業
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

令和３年度重要施策の主な内容
１　新型コロナウイルス感染症の感染対策

○��新型コロナウイルスワクチン接種の実施
○��ＰＣＲセンターの運営
○��在宅要介護者受入事業の実施
○��「くらし・しごと応援センターそえる」と生活保護制度による生活困窮者への包括的な支援
○��職員の業務継続に向けた内部事務のデジタル化の推進

２　子ども・子育て支援施策の充実
○��「子ども・子育て憲章」の周知・啓発
○��「子ども・子育て未来プラン」に基づく子どもや若者、子育て世代への支援施策の推進
○��（仮称）東大和市清水一丁目保育園及び南街地域における民間保育園の整備
○��大和南保育園及びすこやか病児・病後児保育室の老朽化に伴う新たな施設の移転整備
○�ベビーシッター利用支援事業の実施
○�認可保育園での重度障害児等への訪問看護師派遣事業等の実施
○�学校内学童保育所（第三小学校）の設置
○�民間事業者の独自性を活かした学童保育サービスの提供
○�施設型ショートステイ事業の実施

３　教育施策の充実
○�GIGAスクール構想に基づく児童・生徒に整備する１人１台端末の活用
○�学習支援が必要な児童・生徒を主な対象とした地域未来塾の実施
○�「いじめ防止対策推進条例」に基づく取組の推進
○�学校と地域住民が一体となり学校運営に取り組む学校運営協議会設置の拡充
○�統合型校務支援ソフトの活用による事務の効率化
○�旧日立航空機株式会社変電所の保存改修工事完了及び一般公開の拡充

４　健康・福祉施策の充実
○�「健幸都市宣言」に基づく健康寿命の延伸等の取組の実施
○�産官学民での連携による健康増進への寄与を目的とした「快腸プロジェクト｣ の実施
○�「健康寿命延伸取組方針アクションプラン」に基づく事業の推進
○�不妊治療費等助成の実施
○�認知症検診による早期診断や認知症初期集中支援チームによる早期支援の実施
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■
人
権
尊
重
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
確
立

　
人
権
尊
重
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
確
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、

男
女
が
平
等
で
共
に
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
新
た
に

策
定
し
た
「
第
三
次
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
取
組

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
豊
か
な
社
会
の
実
現

　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
が
示
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
改
革
の

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
に
お
け
る
基
本
方
針
と
主
な

施
策
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
４
つ
の
重
要
施
策
を
中
心
に
、「
第
四
次
基
本

計
画
」
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
最
も
優
先

す
べ
き
施
策
は
、
市
民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
で
あ
り
ま
す
。

　
１
日
も
早
く
感
染
症
が
収
束
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
常
が

戻
る
よ
う
、
国
や
東
京
都
と
連
携
を
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
、

活
力
あ
る
ま
ち
、
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

将
来
を
見
据
え
、
優
先
事
業
を
選
択
し
、「
日
本
一
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
・
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
た
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
の
影
響
は
社
会
の
仕
組
を
変
え
る
契
機
に
な
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、
社
会
の
状

況
に
適
応
し
た
施
策
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
令
和
３
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
を
見
込
む
と

と
も
に
、
税
制
改
正
の
動
向
に
留
意
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
出
で
は
、
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
臨
時
的
な
経
費
が

発
生
す
る
一
方
で
、
既
存
の
事
業
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
図
り
、

真
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
市
財
政
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
進
展
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
に
加
え
、
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
行
政
改
革
の
取
組

な
ど
に
加
え
、
積
立
基
金
の
確
保
な
ど
市
財
政
の
持
続
性
と
健
全

性
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
緑
の
保
全
・
創
出

　
緑
の
保
全
・
創
出
に
つ
き

ま
し
て
は
、
緑
地
の
保
全
と

緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

狭
山
緑
地
や
野
火
止
緑
地
等

の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
花
づ
く
り
が

楽
し
め
る
環
境
を
引
き
続
き

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
・
防
犯
体
制
の

推
進

　
防
災
・
防
犯
体
制
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
と
し
ま
し
て
、
大
規
模

自
然
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
社
会
の
重
要
な
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」

を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
局
地
的
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
対
策
は
、
雨
水
浸
透
施
設

の
整
備
や
雨
水
排
水
施
設
の
清
掃
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
公
共
下
水
道
雨
水
整
備
事
業
の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
は
、
平
成
22
年
に
警
視
庁
が
設
置
し
た
子
ど
も
見
守

り
カ
メ
ラ
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
市
内
全
体
で
設
置
場
所

を
改
め
て
精
査
し
、新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
廃

棄
物
処
理
量
の
削
減
の
た
め
、
民
間
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
廃

棄
物
回
収
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
環
境
の
保
全

　
環
境
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

次
期
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

▲市立狭山緑地

▲�現在改修中の旧日立航空機株式会社
変電所

相
互
の
理
解
と
協
力
に
支
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

適
正
な
行
財
政
運
営
の
実
現

新
年
度
予
算
の
編
成

■
効
率
的
で
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
の
実
現

　
効
率
的
で
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

次
期
行
政
改
革
大
綱
及
び
推
進
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歳
入
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
税
管
理
及
び
徴
収
補
助
等

業
務
委
託
の
厳
格
な
進
捗
管
理
を
行
い
、
適
正
な
滞
納
処
分
に
よ

り
市
税
等
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
計
画
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
期
基
本
計
画
を
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
効
果
的
、
効
率
的
な
組
織
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２

年
度
の
業
務
分
析
委
託
の
結
果
を
踏
ま
え
、
組
織
定
員
の
最
適
化

や
業
務
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
等
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
基
づ
く
取
組
と
し
て
、
総
量
の
縮
減
や
配
置
の
適

正
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
総
合

戦
略
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
次
期
総
合
戦
略
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
会
開
催
の
記
憶
や

感
動
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

競
技
観
戦
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー

な
ど
、
組
織
委
員
会
や
東
京
都
と
連
携
し
た
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
市
民
自
治
の
向
上

　
市
民
自
治
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
情
報
を
、
適
時
的

確
に
市
民
の
皆
様
に
伝
え
、
そ
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
市
報
や
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
な
ど
に
よ
り
、
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
共
に
支
え
あ
う
地
域
社
会
の
確
立

　
共
に
支
え
あ
う
地
域
社
会
の
確
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ニ
ア

層
を
含
む
幅
広
い
世
代
の
皆
様
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
東
大
和
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
ま

す
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
に
対
し
て
運
営
補

助
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
を
越
え
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

　
地
域
を
越
え
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
つ

き
ま
し
て
は
、
戦
争
の
悲

惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を

伝
え
る
た
め
、
旧
日
立
航

空
機
株
式
会
社
変
電
所
を

活
用
し
な
が
ら
、
平
和
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
に
延
期

と
な
り
ま
し
た
平
和
の
祭

典
で
も
あ
り
ま
す
東
京
２
０
２
０
大
会
と
関
連
付
け
た
取
組
も
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
域
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
福
島
県
喜

多
方
市
と
友
好
都
市
関
係
を
深
め
る
た
め
、
幅
広
い
分
野
で
の
交

流
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

以
前
に
着
工
さ
れ
た
市
内
に
あ

る
木
造
２
階
建
て
以
下
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
５
万
円
）

◎
耐
震
改
修
の
助
成

▽
対
象　

市
の
耐
震
診
断
の
助

成
制
度
を
受
け
て
診
断
し
た
結

果
、
耐
震
改
修
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
助
成
額　

耐
震
改
修
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
30
万
円
）

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
６
１
ま
で
。

を
所
有
し
て
お
り
、
当
該
宅
地

を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
も
し

く
は
土
地
所
有
者
の
土
地
使
用

承
諾
を
得
て
い
る
場
合

▽
対
象
工
事　

令
和
４
年
３
月

末
日
ま
で
に
完
了
す
る
設
置
工

事
等

※
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
補
助
金
額　

工
事
に
要
し
た

費
用
の
４
分
の
３
以
内
（
限
度

額
７
万
円
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ　

下
水
道
課
・

内
線
１
２
３
１
ま
で
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
一
層
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成

に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。診
断
・

改
修
を
実
施
す
る
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
診
断
機
関
等
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
耐
震
診
断
の
助
成

▽
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日

　

市
で
は
、
水
環
境
の
保
全
及

び
雨
水
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
雨
水
浸
透
施
設
を
設
置
す

る
方
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

◎
雨
水
浸
透
施
設
設
置
補
助
金

（
雨
水
浸
透
ま
す
）

▽
対
象　

次
に
該
当
す
る
市
民

（
設
置
場
所
が
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
場
合
は
除
く
）

・
市
内
に
既
存
の
戸
建
て
住
宅

　

「
こ
ま
っ
た
と
き
の
救
急
ハ

ウ
ス
」
は
、
防
犯
上
の
非
常
事

態
が
発
生
し
た
時
に
、
小
・
中

学
生
の
保
護
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
目
印
と
な

る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

助
成
し
ま
す

耐
震
診
断

・耐
震
改
修

協
力
者
募
集

こ
ま
っ
た
と
き
の

救
急
ハ
ウ
ス

雨
水
浸
透
施
設

（
雨
水
浸
透
ま
す
）

設
置
補
助
制
度
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令和２年度に締結した防災協定令和２年度に締結した防災協定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

市
民
課
・
保
険
年
金
課
・
課
税

課
・
納
税
課
で
は
、
新
し
い
窓

口
受
付
シ
ス
テ
ム
（
発
券
機
）

を
導
入
し
ま
し
た
。
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

①
各
窓
口
の
混
雑
状
況
の
配
信

　

市
で
は
、
令
和
４
年
度
を
初

年
度
と
す
る
「（
仮
称
）
東
大

和
市
新
総
合
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
12
月
に
新
総
合
計

画
の
一
部
で
あ
る
「
第
三
次
基

本
構
想
（
構
想
期
間
：
令
和
４

～
23
年
度
）」
を
策
定
し
、
基

　

市
民
の
方
が
、
所
有
す
る
住

宅
ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
す

る
場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

※
平
成
31
年
度
以
降
に
、
同
一

の
住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金

を
受
け
て
い
る
場
合
は
補
助
の

対
象
外
（
平
成
30
年
度
以
前
に

受
け
て
い
る
場
合
は
補
助
の
対

象
と
な
り
ま
す
）。

▽
対
象
と
な
る
住
宅　

市
内
に

請
求
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
６
ま
で
。

満
足
度
等
を
お
伺
い
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
調

査
票
（
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
）
を

４
月
中
旬
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
方
３

０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

▽
回
答
方
法　

調
査
票
に
記
入

後
、返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）

で
郵
送

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

令
和
４
年
3
月
31
日
ま
で
に
完

了
す
る
こ
と
。

※
申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
は
、

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の

5
％
以
内
（
上
限
10
万
円
）

▽
申
請
書
類　

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
産
業
振
興
課

（
市
役
所
１
階
）
で
配
布

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
６
ま
で
。

（
ご
利
用
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

②
受
付
の
順
番
が
近
づ
い
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
（
ご
利
用
は
窓
口
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

※
証
明
書
の
交
付
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
コ
ン
ビ

ニ
交
付
や
、
各
窓
口
へ
の
郵
送

本
構
想
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
策
定
す
る
第
五
次
基
本
計

画
（
計
画
期
間
：
令
和
４
～
13

年
度
）
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
第
五
次
基
本
計
画
策
定

の
参
考
と
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
市
の
施
策
に
対
す
る

所
有
す
る
自
己
居
住
用
の
住
宅

▽
対
象
と
な
る
店
舗　

市
内
に

あ
る
自
己
営
業
用
の
小
売
店
舗

等
で
、
風
俗
営
業
法
の
規
制
を

受
け
な
い
も
の

※
自
己
営
業
用
の
店
舗
を
賃
借

し
て
い
る
場
合
も
可
。

▽
対
象
と
な
る
工
事　

工
事
金

額
が
消
費
税
額
を
除
き
15
万
円

以
上
で
、
市
内
の
建
設
業
者
に

よ
り
行
う
増
改
築
工
事

※
交
付
決
定
以
降
に
着
工
し
、

新
し
く
な
り
ま
し
た

窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム（
発
券
機
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
民
意
識
調
査

住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

補
助
金
交
付
制
度

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

審
議
会
等

大
型
連
休
中
に

戸
籍
届
出
を

予
定
し
て
い
る
方
へ

固
定
資
産
の
価
格
等

縦
覧
・
閲
覧

◎
総
合
計
画
審
議
会

▽
日
時　

４
月
24
日
㈯
午
前
10

時▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
定
員　

５
人

▽
手
話
通
訳
申
込
み　

４
月
14

日
㈬
ま
で
に
、
企
画
課
へ
フ
ァ

ク
ス
（
042
―
563
―
５
９
３
２
）

で
申
込
み
（
申
込
み
の
際
に
、

申
込
者
の
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

▽
保
育
申
込
み　

保
育
（
満
１

歳
以
上
の
未
就
学
児
）
を
希
望

の
方
は
、
４
月
14
日
㈬
ま
で
に

企
画
課
へ
電
話
で
申
込
み

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

◎
個
人
情
報
保
護
審
議
会

▽
日
時　

５
月
12
日
㈬
午
前
10

時▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６ 

・
７
・
８
会
議
室

▽
定
員　

５
人

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

３
２
１
ま
で
。

た
だ
き
、
戸
籍
担
当
と
記
入
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
連
休
明
け
は
、
窓
口

が
大
変
混
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持

っ
て
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
別

の
日
の
来
庁
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
１
ま
で
。

▽
閲
覧
場
所　

課
税
課
（
市
役

所
１
階
）

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
土
地
に

つ
い
て
は
内
線
１
０
５
７
、家

屋
に
つ
い
て
は
内
線
１
０
６
０

ま
で
。

　

審
議
会
等
の
傍
聴
が
で
き
ま

す
。
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
（
当
日
先
着
順
）。

◎
公
民
館
運
営
審
議
会

▽
日
時　

４
月
14
日
㈬
午
後
２

時▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
１ 

・
２
会
議
室

▽
定
員　

５
人

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

◎
社
会
教
育
委
員
会
議

▽
日
時　

４
月
20
日
㈫
午
前
10

時▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
定
員　

５
人

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

　

婚
姻
届
等
の
戸
籍
届
出
は
、

大
型
連
休
中
も
夜
間
休
日
受
付

に
提
出
が
可
能
で
す
。
可
能
で

あ
れ
ば
事
前
に
市
民
課
窓
口

（
市
役
所
１
階
）
に
お
越
し
い

▽
縦
覧
期
限　

５
月
31
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

▽
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

　市では、地震等の災害発生に備え、民間事業所等との防災協定等の締結を進
めています。令和 ２ 年度に締結した協定は、下表のとおりです。
▷問合せ　防災安全課・内線１３５４まで。

名 称（締結日） 内　容 協 定 先

災害時における相互連携に関する
基本協定  （令和 2 年 9 月25日）

災害時の情報連携、相
互協力、障害物除去等
の応急措置の実施

東京電力パワーグリッド
株式会社

災害時における飲料水の提供等に
関する協定 （令和 2 年10月1日）

災害対策用自動販売機
の設置、備蓄用飲料水
の提供

コカ・コーラ ボトラーズ
ジャパン株式会社

災害時における施設等の利用に関する
協定（令和 2 年10月15日）

災害時の避難施設とし
ての利用

独立行政法人中小企業
基盤整備機構関東本部
中小企業大学校東京校

災害時における施設等の利用に関する
協定（令和 2 年10月15日）

災害時の避難施設とし
ての利用 株式会社ロンド・スポーツ

災害時における施設等の利用に
関する協定（令和 3 年1月20日）

災害時の避難施設とし
ての利用

生活協同組合コープ
みらい

地震災害時における施設等の利用に
関する協定（令和 3 年 2 月1日）

地震災害時の避難施設
としての利用

東京都立北多摩看護
専門学校

災害時における物資の供給協力に
関する覚書（令和 3 年 2 月 1 日）

災害時における紙おむ
つ等の供給 ユニ・チャーム株式会社

災害時における給電車両貸与に
関する協定（令和 3 年 3 月 1 日）

災害時における給電車
両の無償貸与

トヨタモビリティ東京
株式会社

災害時における被災者支援に
関する協定（令和 3 年 3 月29日）

災害時における災害応
急支援業務の実施

東京都行政書士会立川
支部

　同じ北多摩地域にある清瀬市と
共同で　　　　　　　　　を使用
したインタビューマガジン、
　　　を連載しています。

　令和３年度も等身大のまちの魅
力を発信していきます。ぜひ、
フォローをして、お楽しみくださ
い。

“キタマガ” は、東大和市・清瀬市
地域活性化実行委員会の事業の一
環として開設しています。
▷問合せ　企画課・内線1422まで。 

早くも！フォロワー
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下水道使用料支払猶予の受付期間延長 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い一時的に下水道使用料の支払いに困難を来たしている使用者に水道料金と合わせ、９月30日
受付分まで最長１年間の支払を猶予します/問合せ　東京都水道局多摩お客さまセンター☎0570-091-101または☎042-548-5110へ

◎
病
児
・
病
後
児
保
育

　

お
子
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等

に
通
園
、
通
学
で
き
な
い
場
合

に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
制
度
で
す
。
市
で
は
、
市

内
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

満
６
か
月
～
小
学
校

６
年
生

▽
保
育
日
時　

月
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
～
午
後
６
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
等
は
除
く
。

▽
定
員　

６
人

▽
保
育
料　

１
日
２
０
０
０
円

　

同
一
の
疾
病
に
よ
り
２
日
以

上
連
続
し
て
利
用
す
る
場
合
の

２
日
目
以
降
の
保
育
料
は
１
日

１
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
市

外
の
方
は
、
登
録
料
、
保
育
料

が
異
な
り
ま
す
。

※
保
育
室
の
利
用
は
登
録
（
市

民
の
方
は
無
料
）
が
必
要
で
す
。

◎
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

　

在
籍
し
て
い
る
保
育
園
等
で

お
子
さ
ん
が
体
調
不
良
と
な
り
、

保
護
者
が
迎
え
に
行
け
な
い
場

合
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
室

の
保
育
士
ま
た
は
看
護
師
が
保

護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
園
等
に

お
迎
え
に
行
き
、
同
保
育
室
で

保
育
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
年

齢
、
利
用
方
法
等
が
通
常
利
用

の
場
合
と
異
な
り
ま
す
。

▽
利
用
要
件　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
場
合

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内

に
所
在
す
る
保
育
園
、
認
定
こ

ど
も
園
、
小
規
模
保
育
、
家
庭

的
保
育
、
認
可
外
保
育
施
設
、

幼
稚
園
在
籍
児
童
で
満
６
か
月

～
小
学
校
就
学
前
の
児
童

②
発
熱
等
で
入
院
加
療
を
必
要

と
し
な
い
場
合

▽
利
用
方
法

①
保
育
園
等
か
ら
児
童
の
体
調

不
良
に
よ
る
お
迎
え
の
依
頼
の

連
絡
が
あ
っ
た
後
に
、
病
児
・

病
後
児
保
育
室
に
直
接
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
事
前
の
利
用
登
録
（
市
民
の

方
は
無
料
）
が
必
要
で
す
。

※
当
日
の
利
用
状
況
、
保
育
士

等
の
配
置
状
況
に
よ
り
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
費
用　

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
伴
う
交
通
費
等
の
実
費
は
、

徴
収
し
ま
せ
ん
。
保
育
料
は
別

途
徴
収
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
保
育
場
所　

す
こ
や
か
病
児

・
病
後
児
保
育
室
（
中
央
４
―

853
―
６
広
沢
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
２
階
）
☎
042
―
590
―
０
４
１

５▽
注
意
事
項　

１
歳
６
か
月
を

過
ぎ
た
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
未
接
種

の
児
童
は
利
用
不
可

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
６
ま
で
。

　

０
歳
児
親
子
で
集
ま
っ
て
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
情
報
交
換
、

友
だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

月
齢
の
近
い
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
参
加

当
日
に
0
歳
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

▽
日
時　

4
月
16
日
㈮
午
前
10

時
～
11
時

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
定
員　

10
組
（
申
込
順
）

▽
申
込
み　

４
月
７
日
㈬
午
後

１
時
か
ら
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
来
所
で

申
込
み

※
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
利
用
定
員
を
設
け
る
と

と
も
に
、
定
期
的
な
換
気
や
消

毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
ひ
ろ
ば
で
行
事
を
行
う
際
は
、

行
事
参
加
者
以
外
の
ひ
ろ
ば
利

用
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

　

保
護
者
の
方
が
病
気
や
出
産

な
ど
で
お
子
さ
ん
を
養
育
で
き

な
い
と
き
、
養
育
協
力
員
宅
ま

た
は
児
童
養
護
施
設
れ
ん
げ
学

園
で
、
一
時
的
に
お
預
か
り
し

ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
～

12
歳
（
中
学
生
は
除
く
）
の
お

子
さ
ん
で
、
保
護
者
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

・
病
気
や
出
産
等
で
入
院
、
療

養
等
が
必
要
な
と
き

・
親
族
の
病
気
等
で
そ
の
看
病
、

介
護
を
す
る
と
き

・
事
故
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き

・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
出
席

・
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る

と
き

▽
利
用
期
間　

１
回
に
つ
き
１

泊
２
日
～
６
泊
７
日

▽
利
用
料　

１
人
１
泊
３
０
０

０
円（
交
通
費
等
は
自
己
負
担
）

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

　

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
遊
び

場
、
親
同
士
の
仲
間
作
り
の
場

で
す
。
保
護
者
が
話
し
合
い
で

活
動
内
容
を
決
め
ま
す
。

・
１
歳
児
親
子
サ
ー
ク
ル

　

平
成
31
年
４
月
２
日
～
令
和

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

親
子
／
原
則
水
曜
日
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
／
各
児
童
館

／
各
館
20
回
程
度
／
各
15
組

（
か
み
き
た
だ
い
・
な
ん
が
い

・
き
よ
は
ら
児
童
館
は
10
組
）

・
２
歳
児
親
子
サ
ー
ク
ル

　

平
成
30
年
４
月
２
日
～
平
成

31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

親
子
／
原
則
木
曜
日
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
／
各
児
童
館

／
各
館
25
回
程
度
／
各
15
組

（
か
み
き
た
だ
い
・
な
ん
が
い

・
き
よ
は
ら
児
童
館
は
10
組
）

▽
申
込
方
法　

各
児
童
館
で
配

布
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望
す

る
児
童
館
に
提
出（
電
話
も
可
）

▽
申
込
期
間　

４
月
７
日
㈬

～
14
日
㈬
（
申
込
順
）

▽
問
合
せ　

各
児
童
館
ま
で

（
電
話
番
号
は
11
面
「
児
童
館

だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

公
民
館
で
は
、
親
子
が
共
に

学
べ
る
、
保
育
付
き
自
主
グ
ル

ー
プ
の
体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

同
じ
地
域
に
仲
間
を
作
り
、

学
習
し
合
え
、
お
子
さ
ん
に
と

っ
て
も
、
保
護
者
と
離
れ
て
異

年
齢
の
集
団
で
学
び
、
成
長
で

き
る
場
で
す
。

▽
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
紹
介
）　

Ｄ
Ｊ
ま
ま
（
講
師
を
招
い
て
ア

ド
ラ
ー
心
理
学
に
基
づ
く
子
育

て
法
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
）

▽
期
日
・
内
容　

①
４
月
20
日

㈫
・
風
水
お
片
付
け
法
②
４
月

27
日
㈫
・
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
Ⅰ

③
５
月
11
日
㈫
・
ア
ド
ラ
ー
心

理
学
振
り
返
り

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

４
人
（
原
則
３
回
参

加
で
き
る
方
を
優
先
）

▽
費
用　

①
・
②
各
500
円
③
無

料※
保
育
室
利
用
（
１
歳
〜
未
就

学
児
）
の
場
合
、
別
途
お
や
つ

代
３
回
で
150
円
必
要
。

▽
申
込
み　

４
月
16
日
㈮
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
電
話

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

　

令
和
２
年
11
月
か
ら
４
回
に

わ
た
っ
て
実
施
し
た
講
座
「
人

生
は
、
舞
台
だ
！
」
の
第
２
弾

を
開
講
し
ま
す
。
演
劇
創
作
の

現
場
で
用
い
ら
れ
た
シ
ア
タ
ー

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
世
代
を
超

え
て
出
会
い
、
遊
び
、
表
現
す

る
楽
し
み
を
体
験
で
き
ま
す
。

※
こ
の
講
座
で
は
、
演
技
を
教

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

小
学
４
年
生
か
ら

▽
期
日
・
内
容

①
４
月
24
日
㈯
・
舞
台
は
遊
び

だ
！
言
葉
や
動
き
で
出
会
い
ま

し
ょ
う

②
５
月
29
日
㈯
・
見
る
、
見
ら

れ
る
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？

③
６
月
26
日
㈯
・
作
っ
た
世
界

で
会
い
ま
し
ょ
う

④
７
月
24
日
㈯
・
今
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
、
発
表

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館

▽
講
師　

中
村
真
季
子
氏
（
俳

優
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
）

▽
申
込
み　

４
月
17
日
㈯
ま
で

に
上
北
台
公
民
館
へ
電
話

▽
問
合
せ　

上
北
台
公
民
館
☎

042
―
567
―
２
６
９
１
ま
で
。

病児・
病後児保育と
お迎えサービス

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
る
が
も
」

０
歳
児
親
子
集
ま
れ
！

子
ど
も

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

保
育
付
き

自
主
グ
ル
ー
プ
の

体
験
講
座

児
童
館
親
子
サ
ー
ク
ル

参
加
者
募
集

上
北
台
公
民
館

や
り
が
い
講
座

ごみ分別アプリ
　スマートフォンを利用して、日々
のごみ出しに関する様々な情報を
簡単・即時に確認できます。
方法①下記の二次元コードを読み
取る。
方法②「App Store」または「Google 
play」からダウンロードする（「東大
和市ごみ分別アプリ」と検索）。

▷問合せ
ごみ対策課・内線1241まで。

iOS 端末 Android 端末

飼い犬の登録と狂犬病予防注射
　狂犬病予防法等で生後3か月以上の犬は、生涯1回の登録と毎
年4～6月の間に1回狂犬病予防注射を受け、注射済票の交付を
受けることが義務付けられています。手続きは環境課（市役所3
階）で受け付けています。

◎狂犬病予防集合注射
▷�日時・場所（雨天実施）　４月17日㈯午前10時～11時30分、

午後１時30分～３時・市役所北側駐車場　
※午前11時30分～午後１時30分は、受付を行いません。
▷�費用　1頭につき3,750円（注射3,200円と注射済票の交付

550円）
※�犬の登録をしていない場合、別途登録及び鑑札の交付手数料

3,000円が必要です。
※�犬の登録をしている方にはがきを送付しています。当日お持

ちください。まだ届いていない場合は、お問い合わせください。
※�市では、咬傷事件について一切責任を負いませんので、犬を

制止できる方が連れてきてください。

◎動物病院で受ける場合
　6月末までに、動物病院で予防注射を受け、獣医師が発行する
狂犬病予防注射済証と市のはがき、交付手数料（550円）を環
境課に持参し、注射済票の交付を受けてください。

▷問合せ　環境課・内線1272まで。

市役所☎042−563−2111（代） 令和 3 ・ 4 ・ 1 6東やまと市報



災害に備えて食料を備蓄しましょう 災害はいつ起こるか分かりません。いざという時に備え、各家庭３日分以上の食料を備蓄しましょう
／問合せ　防災安全課・内線1352まで

　

職
場
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
取
得
・
喪
失
し
た
時
は
、
国

民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
資
格

の
取
得
・
喪
失
の
届
出
を
14
日

以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
国

保
税
は
、
健
康
保
険
等
の
資
格

を
取
得
・
喪
失
し
た
時
ま
で
遡

り
計
算
さ
れ
ま
す
。
資
格
を
喪

　

中
央
公
民
館
で
は
、
夏
休
み

期
間
中
、
青
少
年
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
学
習
室
や
ロ
ビ
ー

を
開
放
す
る
「
遊
空
間
」
を
行

い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月
下
旬
～
8
月
中

旬
（
日
・
月
曜
日
は
除
く
）

国
民
健
康
保
険

資
格
の
取
得・喪
失
の
届
出
は
14
日
以
内
に

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
料
の
助
成

中
央
公
民
館

「
遊
空
間
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

失
し
た
国
保
被
保
険
者
証
で
受

診
し
た
場
合
は
、
保
険
で
支
払

っ
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
届
出
に
必
要
な
も
の

◎
国
保
資
格
取
得
時

・
職
場
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
喪
失
し
た
証
明
書
等

▽
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４

時▽
内
容

・
実
行
委
員　

職
員
と
一
緒
に

子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
イ
ベ
ン

ト
全
体
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

１
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
担

※
被
保
険
者
証
の
交
付
は
、
原

則
郵
送
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
は
、

窓
口
で
交
付
で
き
ま
す
。

◎
国
保
資
格
喪
失
時

・
職
場
の
健
康
保
険
証

・
す
で
に
お
持
ち
の
国
保
被
保

険
者
証

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
２
ま
で
。

当
し
ま
す
。

・
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

見
守
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
各
公
民
館
に
設
置

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

中
央
公

民
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
１
、

フ
ァ
ク
ス
042
―
563
―
５
９
３
４

ま
で
。

◎
申
請
に
必
要
な
提
出
書
類
が

追
加
と
な
り
ま
し
た

　

市
で
は
、国
民
健
康
保
険（
国

保
）
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
（
後
期
）
の
被
保
険
者
の
方

を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
受
診
料
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
方
の
疾
病
の
早

期
発
見
や
予
防
に
役
立
つ
保
健

事
業
の
提
供
機
会
を
増
や
す
た

め
、
申
請
に
必
要
な
提
出
書
類

が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

▽
対
象　

受
診
日
に
被
保
険
者

の
資
格
（
国
保
は
40
歳
以
上
の

方
）
が
あ
り
、
申
請
日
に
す
で

に
納
期
限
が
到
来
し
て
い
る
保

険
税（
料
）を
完
納
し
て
い
る
方

▽
助
成
額　

２
万
３
０
０
０
円

を
上
限

▽
助
成
回
数　

人
間
ド
ッ
ク
ま

た
は
脳
ド
ッ
ク
合
わ
せ
て
、
年

度
ご
と
に
１
人
１
回

▽
申
請
に
必
要
な
提
出
書
類

・
国
保　

保
険
証
、
人
間
ド
ッ

ク
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
領
収

書
（
写
し
）、
世
帯
主
の
印
鑑

及
び
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

【
追
加
分
】
人
間
ド
ッ
ク
等
受

診
結
果（
写
し
）及
び
質
問
票
兼

受
診
結
果
提
供
に
つ
い
て
の
同

意
書（
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
）

・
後
期　

保
険
証
、
人
間
ド
ッ

ク
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
領
収

書
（
写
し
）、
本
人
の
印
鑑
及

び
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

【
追
加
分
】
人
間
ド
ッ
ク
等
受

診
結
果
（
写
し
）

※
受
診
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

の
保
健
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

▽
期
限　

受
診
後
１
年
以
内

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
保
険
年

金
課
・
内
線
１
０
３
６（
国
保
）、

内
線
１
０
２
６（
後
期
）ま
で
。

　

若
葉
の
雑
木
林
で
、
オ
オ
ル

リ
や
キ
ビ
タ
キ
な
ど
、
野
鳥
観

察
を
楽
し
み
ま
す
。

▽
期
日　

４
月
25
日
㈰

▽
集
合　

午
前
８
時
・
郷
土
博

物
館
前

▽
観
察
地　

都
立
東
大
和
公
園

▽
講
師　

大
庭
健
二
氏
（
都
市

鳥
研
究
会
幹
事
）・
柴
田
佳
秀

氏
（
日
本
鳥
学
会
会
員
）・
永

石
文
明
氏
（
東
京
農
工
大
学
講

師
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
双
眼

鏡※
昼
前
に
解
散
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

郷
土
博

物
館
☎
042
―
567
―
４
８
０
０
ま

で
。

　

地
域
福
祉
計
画
、
障
害
者
総

合
プ
ラ
ン
、
健
康
増
進
計
画
、

地
域
福
祉
の
施
策
に
関
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
、
審

議
を
行
う
、
地
域
福
祉
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
（
４
月
１
日
現
在
）

▽
任
期　

７
月
１
日
～
令
和
６

年
６
月
30
日
（
３
年
間
）

▽
募
集
人
数　

５
人
以
内

▽
報
酬　

会
議
の
出
席
に
応
じ
、

市
で
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
支

給▽
応
募
方
法　
「
審
議
会
委
員

へ
の
応
募
の
動
機
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
作
文
（
800
文
字
以
上
１

２
０
０
文
字
以
内
）
に
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
、

福
祉
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
提
出

※
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
042
―
563

―
５
９
３
０
）、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

フ
ァ
ク
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
申
込
み
の
場
合
は
、
福
祉

推
進
課
へ
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
期
限　

４
月
23
日
㈮

（
消
印
有
効
）

※
選
考
の
う
え
、
結
果
を
連
絡

し
ま
す
。
な
お
、
応
募
さ
れ
た

作
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

　

市
の
委
託
を
受
け
て
、
要
介

護
認
定
等
に
必
要
な
認
定
調
査

業
務
を
行
う
個
人
の
方
を
募
集

し
ま
す
。

▽
業
務
内
容　

介
護
保
険
法
に

基
づ
く
認
定
調
査
業
務

▽
応
募
要
件　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

・
介
護
支
援
専
門
員
資
格
保
有

者
で
あ
り
、
か
つ
、
介
護
保
険

法
施
行
規
則
第
40
条
第
５
項
各

号
に
該
当
す
る
方

・
法
人
に
所
属
し
て
い
な
い
方

・
都
道
府
県
の
認
定
調
査
員
新

規
研
修
を
受
講
済
み
の
方

・
認
定
調
査
の
経
験
が
１
年
以

上
あ
る
方

▽
契
約
期
間　

契
約
締
結
日
か

ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

（
実
績
に
基
づ
き
契
約
更
新
有

り
）

▽
委
託
料　

認
定
調
査
１
件
あ

た
り
４
０
０
０
円
（
税
別
）

※
調
査
に
要
す
る
交
通
費
も
委

託
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

随
時

▽
面
接
日　

書
類
提
出
の
際
に

調
整

▽
応
募
方
法　

次
の
書
類
を
高

齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

・
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
）

・
介
護
支
援
専
門
員
証
の
写
し

・
都
道
府
県
の
認
定
調
査
員
新

規
研
修
修
了
証
書
の
写
し

▽
契
約
ま
で
の
流
れ

①
書
類
審
査

②
面
接
（
認
定
調
査
項
目
に
つ

い
て
の
事
前
説
明
も
含
む
）

③
市
の
調
査
員
の
調
査
に
同
行

④
契
約

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
道
路
へ
の
美
化
意

識
の
向
上
を
図
り
、
良
好
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
形
成
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
が
管
理
し
て
い
る
道
路
を
市

と
市
民
等
が
協
働
し
て
美
化
、

清
掃
等
を
行
う
ア
ダ
プ
ト
制
度

を
試
行
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
試
行
継
続
に
あ
た
り
、

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
内
容　

道
路
の
ご
み
拾

い
や
植
樹
帯
等
の
花
の
栽
培
及

び
除
草
等

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
で
構
成
さ
れ
る

５
人
以
上
の
団
体

▽
応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
土
木
課
（
市

役
所
２
階
）
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
土
木
課
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
２
ま
で
。

　

図
書
館
で
は
、
図
書
館
主
催

の
展
示
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
無
料
で
一
般

に
貸
し
出
し
ま
す
。

※
図
書
館
内
で
の
販
売
行
為
は

で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

市
内
を
中
心
に
活
動

し
、
芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
（
宗
教
団
体
及
び
企

業
等
の
営
利
を
目
的
と
し
た
団

体
は
除
く
）

▽
貸
出
期
間　

５
月
21
日
㈮
～

７
月
14
日
㈬
の
う
ち
、
お
お
む

ね
２
週
間
以
内
（
設
営
、
撤
収

を
含
む
）

※
休
館
日
（
毎
週
火
曜
日
、
毎

月
第
３
木
曜
日
、
土
・
日
曜
日

以
外
の
祝
日
）
は
除
き
ま
す
。

▽
申
込
み　

４
月
２
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
来
館
で
申
込
み

（
申
込
順
）

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

自
然
観
察
会

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

地
域
福
祉
審
議
会

委
員
の
募
集

　使用済みのマスクやティッ
シュ等の分別区分は「可燃ごみ」
です。
　新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止のため、マスクや
ティッシュ等のごみを捨てる際
は、以下の点に気をつけてくだ
さい。
・ごみに直接触れない
・ごみ袋はしっかりしばる
・ごみを捨てた後は手を洗う
▷�問合せ
　ごみ対策課・内線1241まで。

マスクやティッシュ等の
ごみの出し方

要
介
護
認
定
調
査
員

（
個
人
委
託
）の
募
集

ア
ダ
プ
ト
制
度
の

参
加
団
体
募
集

中
央
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
貸
し
出
し

市役所☎042−563−2111（代）令和 3 ・ 4 ・ 17 東やまと市報



交通災害共済「ちょこっと共済」の加入受付を行っています わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。ぜひご加入ください/問合せ　土木課・内線1213
まで

　

教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
委

員
会
の
教
育
目
標
の
達
成
へ
向

け
、
第
二
次
東
大
和
市
学
校
教

育
振
興
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、

令
和
３
年
度
に
東
大
和
市
教
育

　

市
で
は
、
特
色
あ
る
公
園
整

備
基
本
方
針
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
達
が
気
軽
に
ボ
ー
ル
遊

び
に
親
し
め
る
場
所
と
し
て
、

東
大
和
市
ロ
ン
ド
上
仲
原
野
球

委
員
会
が
重
点
的
に
取
り
組
む

主
要
施
策
を
定
め
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、

「
東
大
和
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」
の
推
進
を
最
重
要
課

場
の
個
人
無
料
開
放
を
行
っ
て

い
ま
す
。
野
球
場
で
受
付
を
し

て
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
部
利
用
で
き
な
い
場
所
が
あ

り
ま
す
。
荒
天
の
場
合
は
開
放

題
と
し
て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

▽
閲
覧
場
所　

教
育
総
務
課

（
市
役
所
５
階
）
の
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
・
内

線
１
５
１
０
ま
で
。

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時

・
４
月
～
６
月
、
９
・
10
月
の

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

午
後
２
時
～
６
時　

・
11
・
12
月
及
び
令
和
４
年
3

月
の
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
午
後
２
時
～
４
時

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
２
ま
で
。 

　

学
校
へ
の
適
応
に
心
配
が
あ

る
児
童
や
、
現
在
通
学
し
て
い

る
学
級
で
不
適
応
を
起
こ
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
就
学
相
談

を
行
い
ま
す
。

▽
対
象

・
令
和
４
年
４
月
に
就
学
年
齢

に
達
す
る
児
童
で
障
害
の
あ
る

方
、
学
校
へ
の
適
応
に
心
配
の

あ
る
方
、
こ
と
ば
の
発
音
や
リ

ズ
ム
に
不
安
の
あ
る
方

・
令
和
４
年
４
月
か
ら
市
立
小

・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
及

び
都
立
特
別
支
援
学
校
に
就
学

や
転
学
を
希
望
す
る
方

・
令
和
３
年
度
中
に
市
立
小
・

中
学
校
の
特
別
支
援
教
室
及
び

こ
と
ば
の
教
室（
小
学
生
の
み
）

の
利
用
を
希
望
す
る
方

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

要
事
前

予
約
。
印
鑑
、
母
子
健
康
手
帳

等
の
成
長
記
録
が
分
か
る
も
の
、

各
種
手
帳
や
医
療
機
関
等
か
ら

の
診
療
情
報（
お
持
ち
の
場
合
）

を
持
参
し
、
お
早
め
に
教
育
指

導
課
（
市
役
所
５
階
）・
内
線

１
５
２
７
ま
で
。

　

４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
の
医
療
証
の
お
知
ら
せ

で
す
。
乳
医
療
証
の
負
担
者

番
号
が「
８
８
１
３
８
４
３
３
」

の
方
へ
、
子
医
療
証
を
３
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ

お
手
元
に
医
療
証
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

乳
医
療
証
の
負
担
者
番
号
が

「
８
８
１
３
２
４
３
６
」
の
方

は
子
医
療
証
の
所
得
制
限
限

度
額
以
上
の
た
め
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。
乳
医
療
証
は
３
月
末

で
資
格
消
滅
と
な
り
ま
す
。
本

人
負
担
の
な
い
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
制
度
（
親
医

療
証
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
引
き
続
き
親
医
療
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
公
立
小
・
中
学
校

に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
教
育
費
の
一
部
を
援
助

す
る
就
学
援
助
費
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

教
育
総
務
課
（
市
役
所
５
階
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
第
三
次

東
大
和
市
特
別
支
援
教
育
推
進

計
画
を
令
和
３
年
度
中
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。
策
定
に
あ
た

り
、
懇
談
会
を
設
置
す
る
た
め
、

当
該
懇
談
会
の
市
民
公
募
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
要
件　

次
の
全
て
の
要

件
を
満
た
す
方　

・
市
立
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
ま
た
は
特
別
支
援
教
室

等
に
通
う
子
ど
も
の
保
護
者

・
特
別
支
援
教
育
に
関
心
が
あ

る
方

・
原
則
と
し
て
平
日
の
日
中
に

開
催
さ
れ
る
会
議
に
参
加
で
き

る
方

※
他
の
懇
談
会
等
の
委
員
と
の

兼
任
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
任
期　

令
和
３
年
５
月
～
令

和
４
年
３
月

▽
募
集
人
員　

３
人
以
内

▽
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書

に
住
所
、
氏
名
等
を
記
入
し
、

テ
ー
マ
「
わ
た
し
の
考
え
る
東

大
和
市
の
特
別
支
援
教
育
」
の

作
文（
400
字
～
800
字
程
度
）を
添

え
、
４
月
30
日
㈮
ま
で
に
教
育

指
導
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
教
育
指
導
課
で
配

布
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
結
果
通
知　

選
考
の
う
え
、

結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

※
選
考
は
、
委
員
の
住
所
地
、

年
齢
層
の
均
衡
を
考
慮
し
ま
す
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
２
７
ま
で
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

就
学

援
助
費
支
給
認
定
申
請
書
（
４

月
上
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
）、
令
和
２
年
１
月
～

12
月
の
収
入
を
証
明
で
き
る
書

類
（
家
族
全
員
分
）、
家
賃
の

金
額
を
証
明
で
き
る
書
類
（
賃

貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
）、

朱
肉
を
使
う
印
鑑
、
振
込
先
の

預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も

の
）
な
ど

※
審
査
の
結
果
、
認
定
さ
れ
た

場
合
に
は
、
申
請
書
を
提
出
し

た
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

年
度
ご
と
に
認
定
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
就
学
援
助
費
が
支
給

さ
れ
て
い
る
方
も
、
必
ず
再
度

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
等

の
被
災
者
の
方
は
、
別
途
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
・
内

線
１
５
２
２
ま
で
。

令
和
３
年
度

東
大
和
市
教
育
委
員
会
主
要
施
策

東
大
和
市
ロ
ン
ド
上
仲
原
野
球
場
の

個
人
無
料
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す

令和３年度東大和市教育委員会主要施策
Ⅰ　生きる力の育成

１　�確かな学力（学力向上、読書教育の推進、才能を伸ばすための多様な教育
の充実、研究奨励）

２　�豊かな人間性（人権教育の推進、いじめ防止への対応、健全育成、社会へ
の貢献、環境教育の推進、キャリア教育の充実、ＳＤＧｓの視点を取り入
れた教育活動の充実）

３　健康・体力（健康教育の充実、体力の向上）
４　�オリンピック・パラリンピック教育（オリンピック・パラリンピック教育

の推進）

Ⅱ　学校の活性化
１　�学校改善（学校の組織的運営の確立、特色ある教育活動の拡充、特別支援

教育の推進、小中一貫教育の推進、学校における働き方改革）
２　人材育成（教員研修の充実、体罰の根絶）
３　�環境整備（学校施設の効率的な運営、学校施設等の整備、学校給食センター

の運営と学校給食の充実、教育環境の整備、危機管理体制の充実、安全対
策の推進、アレルギー疾患への対応）

Ⅲ　家庭、地域との連携
１　学校と家庭との連携（教育相談体制等の充実、不登校対策の推進）
２　�学校と地域との連携（地域に開かれた学校運営の推進、「教育の日東やまと」

の開催、教育ボランティアの活用、郷土や伝統文化に関する教育の充実）

Ⅳ　生涯学習・生涯スポーツ推進事業
１　生涯学習の充実（生涯学習の推進、生涯学習の支援）
２　市民文化の振興（文化財の保存・継承と文化施設の整備）
３　�スポーツ・レクリエーションの推進（スポーツの振興、施設の利用促進、

児童・生徒の各種行事への参加の推進）

児
童・生
徒
の

就
学
相
談

義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
助
成
制
度
子
医
療
証

を
郵
送
し
ま
し
た

　市では、1月18日～2月26日の間、市内郵便局、
公共施設において不用はがきの回収を行いまし
た。
　回収した不用はがきは、プライバシーに十分
配慮し、トイレットペーパーとしてリサイクル
されます。今後も、ごみの減量と分別にご協力
をお願いします。

▷回収枚数　
　約103,500枚
　（約279.5㎏）
▷問合せ　ごみ対策課・
　内線1241まで。

不用はがきの回収に
ご協力ありがとうございました

就
学
援
助
費
制
度

教
育
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す

第
三
次
東
大
和
市

　
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

　
　
策
定
懇
談
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

図書館からのお知らせ（４月）
おはなし会

場所 対象（【　】は内容） 実施日・時間

中央図書館
☎042-564-
2454

4歳～小学1年生
（保護者入場可）

2日㈮・16日㈮
午後3時30分～4時

小学2年生以上 10日㈯・24日㈯
午後3時30分~4時

桜が丘図書館
☎042-567-
2231

3歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】 お休みします

4歳以上 7日㈬・21日㈬
午後3時30分～4時

清原図書館
☎042-564-
2944

3歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】 お休みします

4歳以上 14日㈬・28日㈬
午後3時30分～4時

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

出張窓口巡回日程
ステーション名 巡回時間 巡回日

多摩湖畔自治会集会所前 午後1時30分～2時15分
7日㈬
21日㈬上北台団地東側 午後2時30分～3時15分

蔵敷公民館 午後3時30分～4時15分
向原市民センター 午後2時30分～3時15分 14日㈬

28日㈬清水神社境内 午後3時30分～4時15分
※�4月から旧移動図書館ステーションを出張窓口として庁用
自動車で巡回します。

開館時間・休館日
月 火 水 木 金 土 日

中 央 図 書 館 午前10時
～午後5時 休館日

午前10時～午後7時 午前10時～午後5時
桜が丘図書館 午前10時～午後5時清 原 図 書 館 休館日
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館）、毎月第
3木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、特別資料整理期間
中央図書館・桜が丘図書館：4月6・13・15・20・27・29日
清原図書館：4月5・6・12・13・15・19・20・26・27・29日

市役所☎042−563−2111（代） 令和 3 ・ 4 ・ 1 8東やまと市報



後期高齢者医療保険制度
からのお知らせ

令和３年度の
保険料

心身障害者の方へ

■ガソリン費等の助成
■タクシー利用券の交付

介
護
保
険
料

特
別
徴
収

　
開
始
の
ご
案
内

市
民
税
・
都
民
税

４
月
支
給
の
年
金

か
ら
仮
徴
収
し
ま
す

高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
が
変
わ
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療
費
等

の
支
払
い
に
あ
て
る
た
め
、
被

保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
一

人
ひ
と
り
が
均
等
に
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険
者

の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額

　

身
体
障
害
者
手
帳
及
び
愛
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
自
動

車
ガ
ソ
リ
ン
費
助
成
対
象
者
証

ま
た
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者

証
を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す
。

◎
心
身
障
害
者
自
動
車
ガ
ソ
リ

ン
費
等
の
申
請
受
付

　

ガ
ソ
リ
ン
１
ℓ
あ
た
り
53
円

80
銭
（
軽
油
32
円
10
銭
）
を
１

か
月
30
ℓ
ま
で
助
成
し
ま
す
。

▽
申
請
期
限　

４
月
９
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

１
～

３
月
分
の
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
費

の
領
収
書
、
印
鑑
（
朱
肉
を
使

用
す
る
も
の
）、
自
動
車
ガ
ソ

リ
ン
費
助
成
対
象
者
証
（
う
ぐ

　

介
護
保
険
の
第
一
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
う
ち
、

介
護
保
険
料
の
徴
収
方
法
が
、

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
に
変
更
と
な
る
方
に
特
別

徴
収
（
仮
徴
収
）
開
始
通
知
書

を
４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
６
月
の
年
金
か
ら

　

仮
徴
収
と
は
、
税
額
決
定
前

に
仮
の
税
額
を
年
金
か
ら
徴
収

す
る
仕
組
み
で
す
。

　

令
和
２
年
10
月
以
降
に
特
別

徴
収
税
額
が
あ
る
方
は
、
令
和

３
年
度
の
税
額
に
関
わ
ら
ず
、

令
和
２
年
度
の
公
的
年
金
等
の

所
得
に
係
る
市
民
税
・
都
民
税

の
年
税
額
の
６
分
の
１
に
相
当

す
る
額
を
４
月
・
６
月
・
８
月

　

高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
内
容
が
変

わ
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス

▽
変
更
す
る
事
業　

住
宅
改
修

の
給
付
事
業
（
介
護
保
険
制
度

を
利
用
し
た
申
請
方
法
へ
変
更
）

象
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
会

社
の
健
康
保
険
等
（
国
保
・
国

保
組
合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
方
は
、
資
格
取
得
か
ら

２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
均
等

割
額
５
割
軽
減
、
所
得
割
額
は

当
面
の
間
か
か
り
ま
せ
ん
（
表

４
参
照
）。

　

な
お
、
低
所
得
に
よ
る
均
等

割
額
の
軽
減
（
表
２
）
に
該
当

す
る
場
合
は
、
軽
減
割
合
の
高

い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
８
ま
で
。
制
度
に
関

し
て
は
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
─
086
―
519

へ
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

は
03
─
３
２
２
２
─
４
４
９
６
。

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
受

付
）。

リ
ー
ム
色
）

※
４
月
10
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
正
午
に
、
清
原
市
民
セ
ン
タ

ー
で
出
張
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
度
分
の
タ
ク
シ
ー

利
用
券
は
、
４
月
１
日
以
降
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
券
が

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
で
回
収

し
ま
す
の
で
、
持
参
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
申
請
・
問
合
せ
は
、

障
害
福
祉
課
・
内
線
１
１
２
３

ま
で
。

と
な
り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

な
お
、
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料

額
は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
所

得
が
低
い
方
に
対
す
る
保
険
料

の
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
均
等
割
額
の
軽
減

　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員

と
世
帯
主
の
「
総
所
得
金
額
等

を
合
計
し
た
額
」
を
も
と
に
し

た
軽
減
が
あ
り
ま
す
（
表
２
参

照
）。

◎
所
得
割
額
の
軽
減

　

被
保
険
者
本
人
の
「
賦
課
の

も
と
と
な
る
所
得
金
額
」
を
も

と
に
し
た
軽
減
が
あ
り
ま
す

（
表
３
参
照
）。

◎
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

い
す
色
）

※
窓
口
混
雑
緩
和
の
た
め
、
郵

送
に
よ
る
請
求
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
請
求
書
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

郵
送
の
場
合
、
請
求
書
に
必
要

事
項
を
記
入
、
押
印
の
う
え
、

１
～
３
月
分
の
ガ
ソ
リ
ン
・
軽

油
費
の
領
収
書
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
後（
郵
送
を
含
む
）

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付

　

令
和
３
年
度
の
利
用
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▽
交
付
枚
数　

４
月
～
３
月
の

12
か
月
分
と
し
て
60
枚

※
５
月
以
降
に
交
付
を
受
け
る

場
合
は
、
毎
月
５
枚
ず
つ
減
ら

し
た
枚
数
と
な
り
ま
す
。

▽
交
付
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
証
（
ク

特
別
徴
収
す
る
介
護
保
険
料
の

額
等
を
通
知
す
る
も
の
で
す
。

（
令
和
２
年
度
以
前
か
ら
継
続

し
て
特
別
徴
収
の
方
に
は
、
通

知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
特
別
徴
収
が
６
月
か

ら
開
始
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・

令
和
４
年
２
月
の
５
回
で
年
額

保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
６
ま
で
。

に
支
給
さ
れ
る
各
年
金
か
ら
市

民
税
・
都
民
税
と
し
て
仮
徴
収

し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
市
民
税
・
都
民

税
が
決
定
し
た
後
（
６
月
上
旬

に
納
税
通
知
書
を
送
付
）
は
、

仮
徴
収
税
額
を
除
い
た
額
の
３

分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
10

月
・
12
月
・
令
和
４
年
２
月
支

給
の
各
年
金
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

な
お
、
仮
徴
収
税
額
が
決
定
し

た
税
額
を
上
回
っ
た
場
合
は
還

付
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
３
ま
で
。

▽
廃
止
す
る
事
業　

自
立
支
援

日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
、

老
人
性
白
内
障
眼
鏡
等
購
入
費

助
成
、
家
具
等
転
倒
防
止
器
具

取
付
事
業
、
金
婚
祝
状
の
贈
呈

事
業
、
介
護
保
険
利
用
者
負
担

額
助
成
事
業

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

◎
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

▽
廃
止
す
る
事
業　

家
具
等
転

倒
防
止
器
具
取
付
事
業

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

＝
均等割額
一人当たり
44,100円

保険料額（年額）
100円未満切捨て
（限度額64万円）

所得割額
賦課のもととなる
所得金額×8.72％

表１　令和３年度の保険料

表２　令和３年度の均等割額の軽減

表３　所得割額の軽減 表４　被扶養者だった方の軽減

※「賦課のもととなる所得金額」とは、前年の総所得金額及び山林所得金額並びに株式
・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から基礎控除額（合計所得金額が2,400万円以
下の場合は43万円）を控除した額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

※65歳以上(令和3年1月1日時点)の方の公的年金所得については、その所得からさらに
15万円（高齢者特別控除額）を差し引いた額で判定します。

※世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象となります。
※世帯の判定は毎年度4月1日時点（年度の途中に東京都で資格取得した方は取得時）
で行います。

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯
43万円＋（年金または給与所得者の合計数－1）×10万円以下
43万円＋（年金または給与所得者の合計数－1）×10万円

　　　 ＋（28.5万円×被保険者の数）以下
43万円＋（年金または給与所得者の合計数－1）×10万円

　　　 ＋（52万円×被保険者の数）以下

軽減割合
7割

5割

2割

賦課のもとと
なる所得金額
15万円以下
20万円以下

軽減
割合
50％
25％

均等割額
所得割額

5割
負担なし

軽減なし

資格取得から2年
を経過する月まで

資格取得から
2年経過後

9 令和2 ・ 10 ・ 15 東やまと市報 市役所☎042−563−2111（代）

立野公園
リニューアルオープン

　３月に立野公園をリニューアルしました。子どもた
ちの遊び場である複合遊具をきれいに塗り替え、親子
の休憩の場所となる
パーゴラ（ひさし）
とベンチを設置し、
傷んだ園路も改修し
ました。ぜひ、遊び
に来てください。
▷�問合せ　環境課・
内線１２７３まで。

　市役所本庁舎等に来庁した方の行政
手続き等の手話通訳を行います
日にち　2日㈮、9日㈮、16日㈮、23日㈮、30日㈮
時　間　午前9時～午後5時
場　所　福祉相談室（市役所1階 生活福祉課の隣）
問合せ　障害福祉課・内線1125
　　　　ファクス042-563-5928

今月の「手話通訳者がいる日」

「東大和元気ゆうゆう体操in市役所中庭」 4月5日㈪午後０時30分～０時50分、市役所中庭で開催（雨天時等は中止、当日の開催の有無は市の公式
ツイッター等に掲載）東大和元気ゆうゆうポイント対象事業／問合せ　高齢介護課・内線1179まで

市役所☎042−563−2111（代）令和 3 ・ 4 ・ 19 東やまと市報



ロ
社
会
を
目
指
す
株
式
会
社
メ

タ
ジ
ェ
ン
の
方
を
講
師
に
迎
え
、

腸
内
環
境
改
善
と
免
疫
力
ア
ッ

プ
、
感
染
症
予
防
と
の
関
係
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
後
半
で
は
、
令
和
２
年

度
東
大
和
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ラ

ボ
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

市
内
在
住
の
方
／
４
月
28
日

㈬
午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
９

時
30
分
開
場
）
／
場
所　

中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
／
30
人
（
申
込

順
）
／
保
育　

１
歳
～
就
学
前

ま
で
の
幼
児
若
干
名（
申
込
順
）

■
令
和
３
年
度
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー

　
「
令
和
３
年
度
東
大
和
市
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
全

戸
配
布
し
ま
す
。
が
ん
検
診
や

母
子
保
健
事
業
、
予
防
接
種
等

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

４
月
中
旬
ま
で
に
届
か
な
い
場

合
は
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
不
妊
検
査
費
及
び
治
療
費
の

助
成

　

市
で
は
、
東
京
都
不
妊
検
査

及
び
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
、

ま
た
は
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
で
、

１
回
の
治
療
に
そ
の
助
成
金
を

超
え
る
費
用
が
か
か
っ
た
方
に

対
し
て
、
東
京
都
が
実
施
し
て

い
る
助
成
制
度
に
上
乗
せ
し
、

市
が
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
制
度
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
不
妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
対
象
者　

東
京
都
不

妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
１
万

円
を
上
限
と
す
る
／
申
請
時
必

要
書
類
等　

東
京
都
「
不
妊
検

査
等
助
成
承
認
決
定
通
知
書
」

の
写
し
、
東
京
都
「
不
妊
検
査

等
助
成
事
業
受
診
証
明
書
」
の

写
し
、
振
込
口
座
の
番
号
・
名

義
人
等
を
確
認
で
き
る
書
類
の

写
し
、
申
請
者
の
印
鑑

〇
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
対
象

者　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
３
万

円
を
上
限
と
す
る
／
申
請
時
必

要
書
類
等　

東
京
都
「
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
承
認
決
定
通
知

書
」
の
写
し
、
東
京
都｢

特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等

証
明
書｣

の
写
し
、
特
定
不
妊

治
療
に
係
る
領
収
書
の
写
し
、

振
込
口
座
の
番
号
・
名
義
人
等

を
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
、

申
請
者
の
印
鑑
／
申
請
書
等
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
新
生
児
聴
覚
検
査
を
東
京
都

外
の
医
療
機
関
で
受
け
た
方
へ

費
用
の
一
部
を
助
成

　

東
京
都
外
の
医
療
機
関
で
新

生
児
聴
覚
検
査
を
受
診
し
た
場

合
、
お
手
持
ち
の
「
新
生
児
聴

覚
検
査
受
診
票
」（
生
後
50
日

ま
で
有
効
）
は
使
用
で
き
ず
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
出
産
後
、
申
請
に
よ
り
、

上
限
額
の
範
囲
内
で
一
部
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
申
請
手

続
き
の
期
限
は
、
出
産
日
か
ら

12
か
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
助

成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
限

内
に
「
東
大
和
市
新
生
児
聴
覚

検
査
費
助
成
金
支
給
申
請
書
兼

　

４
月
15
日
㈭
午
前
９
時
30
分

～
11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／
４
組
（
申
込
順
）
／

母
子
健
康
手
帳

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
４
月
15
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
８
人
（
申
込

順
）
／
電
子
申
請
受
付
可
／
離

乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方
の
話
、

実
演
、
個
別
相
談
／
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具
、
お
ん
ぶ
ひ

も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も
、
バ
ス

タ
オ
ル

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
～
11
か
月
）

　

生
後
７
～
11
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
４
月
22
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
８
人

（
申
込
順
）
／
電
子
申
請
受
付

可
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り

方
の
話
、
レ
シ
ピ
紹
介
、
個
別

相
談
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
講
演
会
「
腸
内
環
境
改
善
で

免
疫
力
ア
ッ
プ
」・「
令
和
２
年

度
東
大
和
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ラ

ボ
報
告
」

　

東
大
和
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ラ

ボ
で
は
令
和
２
年
度
に
東
京
大

学
等
と
連
携
し
、
快
腸
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
取
組
を
行
な
い
ま
し

た
。
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
こ

と
は
免
疫
力
を
高
め
る
う
え
で

重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
腸
内
デ
ザ
イ
ン
で
病
気
ゼ

請
求
書
」
に
ご
記
入
の
う
え
、

必
要
書
類
等
を
添
え
て
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
兼
請
求
書
の
用

紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳

細
は
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。　

■
平
日
準
夜
帯
の
小
児
初
期
救

急
診
療

診
療
日　

火
・
水
・
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
）
／
受
付
時
間　

午

後
７
時
～
９
時
30
分
／
場
所

東
大
和
病
院
（
受
診
前
に
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
）
／
詳
細
は

東
大
和
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
東
大
和
病

院
☎
042
―
562
―
１
４
１
１
へ
。

■
地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

　

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
の

地
価
公
示
価
格
が
国
土
交
通
省

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

公
示
価
格
は
、
総
務
管
財
課

（
市
役
所
３
階
）
で
閲
覧
が
で

き
ま
す
／
国
土
交
通
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
／
総
務
管
財
課
・
内
線
１
３

４
１
ま
で
。

■
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日
～
15
日
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
４
月
10
日
は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
で
す
。
令
和
２
年
中
の
都

内
に
お
け
る
自
転
車
が
関
与
す

る
事
故
は
、
交
通
事
故
全
体
の

40
・
６
％
を
占
め
、
自
転
車
の

ル
ー
ル
違
反
に
よ
る
交
通
事
故

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
必

ず
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
／
ス
ロ
ー
ガ
ン　

世
界
一
の

交
通
安
全
都
市
T
O
K
Y
O
を

目
指
し
て
／
重
点
項
目　

子
ど

も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
の
確
保
②
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
③
歩
行
者

等
の
保
護
を
始
め
と
す
る
安
全

運
転
意
識
の
向
上
④
二
輪
車
の

交
通
事
故
防
止
／
東
大
和
警
察

署
☎
042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
「
５
つ

の
支
援
コ
ー
ス
」
申
込
受
付
中

　

創
業
準
備
・
新
規
事
業
コ
ー

ス
：
創
業
を
目
指
す
個
人
や
新

規
事
業
展
開
を
目
指
す
中
小
企

業
を
対
象
、
新
事
業
展
開
コ
ー

ス
：
首
都
圏
へ
の
販
路
開
拓
や

新
事
業
展
開
を
目
指
す
中
小
企

業
を
対
象
、
こ
の
他
、
支
援
機

関
等
コ
ー
ス
、
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
ー
コ
ー
ス
、
無
料
コ
ー
ス
／

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東
京

校
内
／
各
コ
ー
ス
の
内
容
、
利

用
料
金
、
利
用
期
間
等
詳
細
は

中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
担
当
☎
042

―
565
―
１
１
９
５
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
／
初
級
ク
ラ
ス
５
月

20
日
㈭
か
ら
、
中
級
ク
ラ
ス
５

月
21
日
㈮
か
ら
、
上
級
ク
ラ
ス

５
月
19
日
㈬
か
ら
（
い
ず
れ
も

昼
・
夜
ク
ラ
ス
有
。
全
38
回
）

／
５
月
13
日
㈭
は
合
同
開
講
式

／
昼
ク
ラ
ス
は
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
、
夜
ク
ラ
ス
は
午

後
７
時
～
９
時
／
場
所　

社
会

福
祉
協
議
会
他
／
各
30
人
（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
／
修

了
要
件　

講
座
に
28
回
以
上
出

席
さ
れ
た
方
／
費
用　

２
７
５

■
令
和
３
年
度
子
ど
も
の
予
防

接
種

◎
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
２
期

対
象
者　

平
成
27
年
４
月
２
日

～
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
／
接
種
期
限　

令
和
４
年

３
月
31
日
／
対
象
の
方
に
は
３

月
末
に
予
診
票
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
紛
失
し
た
方
は
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
／
風
し
ん
や
麻
し
ん
は
今
も

国
内
で
患
者
が
出
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
抗
体

を
つ
け
る
た
め
に
２
期
を
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
子
宮
頸
が
ん
）

　

積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
予
診
票
の

発
送
を
中
止
し
て
い
ま
す
。
小

学
６
年
生
～
高
校
１
年
生
女
子

で
接
種
の
希
望
が
あ
る
場
合
に

は
、
指
定
の
医
療
機
関
に
予
約

し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
市
内
医
療
機
関
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
市
外
指
定
医

療
機
関
で
接
種
ご
希
望
の
方
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。

【
共
通
事
項
】

　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、

検
温
を
し
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ご
家
族
の
中
に
体
調
不
良

の
方
が
い
る
場
合
は
、
来
所
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

乳
幼
児
健
康
診
査
は
、
集
団

健
診
で
実
施
し
ま
す
。
各
健
診

の
対
象
者
に
は
、
個
別
に
通
知

し
ま
す
。
３
密
防
止
の
た
め
、

指
定
さ
れ
た
日
時
で
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
の
健
康
や

成
長
な
ど
の
相
談
は
随
時
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

■
育
児
相
談
会
～
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
～
（
事
前
申
込
制
）

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
可
）
子
育
て
に
つ
い

て
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

０
円
か
ら
／
申
込
み　

申
込
用

紙
（
公
民
館
等
に
設
置
）
を
４

月
23
日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
へ
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵

送
（
〒
207- 

0015 

東
大
和
市
中
央
３

―
912
―
３
）
ま
た
は
同
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
可
／
授

業
方
法
が
変
更
と
な
る
場
合
あ

り
／
令
和
２
年
度
修
了
者
は
、

修
了
し
た
ク
ラ
ス
を
再
受
講
可

／
同
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ

ラ
シ
掲
載
の
募
集
要
項
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協
議

会
☎
042
―
564
―
０
０
１
２
、
フ

ァ
ク
ス
042
―
564
―
３
６
８
０
へ
。

◎
東
大
和
市
手
話
通
訳
者
養
成

講
座
受
講
生
募
集　

　

手
話
通
訳
者
登
録
認
定
審
査

を
受
験
す
る
場
合
、
当
該
講
座

の
受
講
修
了
が
必
須
要
件
と
な

り
ま
す
。
他
の
時
期
で
の
募
集

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

手
話
講
習
会
（
上
級
）
を
修

了
し
、
今
年
度
の
手
話
通
訳
者

登
録
認
定
審
査
（
令
和
４
年
３

月
実
施
予
定
）
を
受
験
す
る
方
、

当
該
審
査
合
格
後
に
手
話
通
訳

活
動
が
可
能
な
方
（
講
座
に
15

回
以
上
出
席
で
修
了
）
／
５
月

17
日
～
令
和
４
年
３
月
７
日
隔

週
月
曜
日
（
一
部
調
整
あ
り
。

全
20
回
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
／
場
所　

社
会
福
祉
協

議
会
他
／
費
用　

１
１
０
０
円

／
申
込
み　

４
月
23
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
同
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
／
同
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
の
募
集
要
項
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協
議

会
☎
042
―
564
―
０
０
１
２
へ
。

情報マップ

日曜日と祝日の急患診療  科目　内科、小児科／受付時間　午前10時～11時45分及び午後1時～ 3時45分／場所　休日急患診療所
（立野1-16-1。☎042-564-8181）／受診前に電話をしてください。受診時はマスクを着用してください

健診名 対象者（生年月日） 健診日

３〜４か月児
健 康 診 査

令和２年12月１日～19日 4月  9日㈮
令和2年12月20日～令和3年1月8日 4月23日㈮

１歳６か月児
健 康 診 査 令和元年９月１日～17日 4月27日㈫

３ 歳 児
健 康 診 断 平成30年２月25日～３月16日 4月16日㈮

５ 歳 児
健 康 診 査

平成28年１月24日～２月４日 4月  6日㈫
平成28年２月５日～18日 4月13日㈫
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摩
地
域
を
舞
台
と
し
た
文
学
の

紹
介
と
人
物
行
跡
／
■講
細
淵
紘

一
／
■費
非
会
員
は
200
円
／
■問
柴

田
090
―
４
０
２
５
―
３
８
１
１

■
硬
式
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス

（
テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
（
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
の
区
分

わ
け
無
）
／
４
月
25
日
㈰
午
前

８
時
20
分
～
午
後
６
時
（
予
備

日
５
月
２
日
㈰
）
／
■場
東
大
和

市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／

■費
１
ペ
ア
三
千
円
、
大
人
・
中

高
生
ペ
ア
二
千
円
、
中
高
生
ペ

ア
千
円
／
■申
４
月
９
日
ま
で
に

http://hytennis.xsrv.jp/

へ

■
硬
式
テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
／
５
月
９
日
㈰
午
前
８
時
20

分
～
午
後
６
時
（
予
備
日
５
月

23
日
㈰
）
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン

ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／
■費
１
ペ

ア
三
千
円
、
大
人
・
中
高
生
ペ

ア
二
千
円
、
中
高
生
ペ
ア
千
円

／
■申
４
月
23
日
ま
で
にhttp://

hytennis.xsrv.jp/

へ

■
第
93
回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
（
団
体
戦
）〔
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
〕
／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
の
中

学
生
以
上
／
５
月
16
日
㈰
午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
（
予
備

日
５
月
30
日
㈰
）
／
■場
東
大
和

午
後
４
時
30
分
（
12
日
は
10

時
か
ら
、
23
日
は
４
時
ま
で
）

／
■場
市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル

／
革
工
芸
品
、
手
工
芸
品
、
陶

芸
品
、
菓
子
等
の
展
示
・
販
売

／
■問
か
た
つ
む
り
の
会
042
―
567

―
１
０
２
８

■
第
41
回
空
堀
川
の
清
掃
（
空

堀
川
を
考
え
る
会
）
／
４
月
17

日
㈯
午
前
９
時
～
11
時
（
事
前

申
込
制
。
小
雨
決
行
、
雨
天
中

止
）／
集
合　

上
砂
一
の
橋
右

岸
広
場
／
軍
手
と
火
バ
サ
ミ
は

主
催
者
で
用
意
／
主
催
者
に
お

い
て
保
険
加
入
／
後
援　

東
京

都
北
多
摩
北
部
建
設
事
務
所
／

協
賛　

東
大
和
市
、
森
永
乳
業

㈱
東
京
多
摩
工
場
／
■申
４
月

16
日
ま
で
に
小
倉
070
―
１
４
４

８
―
０
６
５
８
へ

■
春
の
散
策
交
流
会
（
雑
木
林

を
楽
し
む
会
）
／
ど
な
た
で
も

／
４
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
正

午
／
■場
狭
山
緑
地
（
集
合
は
郷

土
博
物
館
前
）
／
15
人
（
先
着

順
）
／
竹
林
観
察
会
及
び
春
を

五
感
で
楽
し
も
う
／
■費
100
円
／

動
き
や
す
い
服
装
／
■申
４
月
７

日
ま
で
に
山
﨑
080
―
４
１
１

９
―
９
７
８
０
へ
（
要
申
込
）

■
武
蔵
野
文
学
散
歩
後
編
（
お

と
な
の
社
会
科
）／
４
月
23
日

㈮
午
後
２
時
～
４
時
／
■場
奈
良

橋
市
民
セ
ン
タ
ー
／
45
人
／
多

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
／
市

内
在
住
の
成
人
の
方
／
４
月
１

日
か
ら
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時

～
11
時
30
分
（
半
年
間
）
／
■場

奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
／
実
技

の
指
導
及
び
雨
天
日
は
規
則
ル

ー
ル
勉
強
／
■講
協
会
指
導
員
／

■持
飲
み
物
、
手
袋
／
用
具
は
貸

出
し
ま
す
／
■問
清
水
042
―
564
―

９
０
２
７

■
は
じ
め
て
の
太
極
拳
体
験
会

（
陳
氏
太
極
拳
東
大
和
教
室
）

／
４
月
５
日
㈪
・
12
日
㈪
午
後

６
時
～
７
時
30
分
／
■場
向
原
市

民
セ
ン
タ
ー
／
10
人（
申
込
順
）

／
太
極
拳
の
初
歩
を
体
験
し
ま

す
／
■持
室
内
運
動
靴
／
■申
４
月

12
日
ま
で
に
岡
本
042
―
565
―

１
９
３
７
へ

■
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
作
品
展（
共
同

作
業
所
連
絡
会
）／
４
月
12
日

㈪
～
23
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～

問合せ　郷土博物館
☎042-567-4800

　
昨
年
は
サ
ク
ラ
が
咲
い
た
後
に
、

雪
が
降
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
、

人
間
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
サ

ク
ラ
も
さ
ぞ
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

満
開
の
花
に
、
冷
た
い
雪
が
降
り
積

も
り
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
に
雪
。
ふ
だ
ん
は
起
こ
ら

な
い
非
日
常
の
光
景
に
出
会
う
と
、

心
躍
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
内
容
に

も
よ
り
ま
す
が
。

　
例
え
ば
遊
園
地
。
自
分
が
小
さ
く

な
り
乗
っ
て
回
る
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
。

お
化
け
屋
敷
も
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
も
、
日
ご
ろ
感
じ
ら
れ
な
い
感
覚

だ
か
ら
楽
し
め
る
の
で
し
ょ
う
。

　
雪
が
融
け
る
と
花
も
散
り
、
い
つ

も
の
春
に
戻
り
ま
す
。
そ
れ
は
夢
か

ら
覚
め
た
気
分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
は
新
緑
の
季
節
。
日
常

の
世
界
に
も
美
し
さ
は
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

〈サクラに雪〉

わがまちの風物詩

サクラの花に雪が降る

〈271〉

じどうかんだより 
■
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合◎
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
中
止

　

ご
み
焼
却
施
設
の
建
替
え
に

よ
る
安
全
確
保
に
伴
い
、
４
月

１
日
㈭
か
ら
新
施
設
の
整
備
に

係
る
期
間
、
小
平
・
村
山
・
大

和
衛
生
組
合
へ
の
ご
み
の
直
接

持
ち
込
み
を
中
止
し
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

／
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
☎
042
―
341
―
４
３
４
５
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
働

く
会
員
を
募
集　

　

仕
事
は
、
除
草
、
植
木
せ
ん

定
、
家
事
（
掃
除
・
洗
濯
・
食

事
づ
く
り
）、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
管
理
、
建
物
清
掃
、

自
転
車
等
駐
輪
指
導
、
チ
ラ
シ

配
布
、
カ
ー
ト
片
付
け
、
事
務
、

プ
ラ
ご
み
選
別
作
業
、
調
理
補

助
、
保
育
補
助
な
ど
で
す
。
市

内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
同
セ

ン
タ
ー
の
事
業
を
理
解
し
、
賛

同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
登
録
で
き
ま
す
。
入
会
方

法
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

休日・夜間の診療案内テレホンサービスをご利用ください 東京消防庁救急相談センター☎♯７１１９、０４２－５２１－２３２３／東京都医療機関・薬局案内
サービスひまわり☎０３－５２７２－０３０３、ファクス０３－５２８５－８０８０（聴覚障害者専用）

市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／

90
人
（
申
込
順
）
／
１
チ
ー
ム

６
人
（
３
ペ
ア
）
の
ク
ラ
ス
分

け
団
体
戦
／
■費
１
チ
ー
ム
三
千

円
／
■申
５
月
６
日
ま
で
に
貴
島

090
―
１
４
３
０
―
１
９
２
２
へ

■
軟
式
野
球
審
判
員
募
集
（
軟

式
野
球
連
盟
）
／
野
球
に
興
味

が
あ
る
方
（
性
別
不
問
、
初
心

者
可
）
／
４
～
11
月
の
毎
週
日

曜
日
の
い
ず
れ
か
の
午
前
８
時

～
午
後
５
時
（
こ
の
間
途
中
交

代
有
）
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド

上
仲
原
野
球
場
他
／
審
判
・
球

審
・
塁
審
（
講
習
会
有
）
／
用

具
は
自
己
負
担（
一
部
助
成
有
）

／
１
日
当
た
り
六
千
円
（
昼
食

は
自
己
負
担
）
／
■申
試
合
会
場

で
随
時
受
付
／
■問
小
山
042
―
563

―
０
０
５
０

■
会
員
募
集（
桜
が
丘
俳
句
会
）

／
毎
月
第
４
月
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
４
時
／
■場
桜
が
丘
市
民

セ
ン
タ
ー
／
四
季
折
々
の
暮
ら

し
の
つ
ぶ
や
き
を
17
文
字
で
。

見
学
歓
迎
／
■年
千
円
／
■問
宮
本

042
―
562
―
３
２
１
５

■
家
内
労
働
の「
委
託
状
況
届
」

は
４
月
30
日
㈮
ま
で
に

　

家
内
労
働
者
へ
仕
事
（
内
職

等
）
を
委
託
し
て
い
る
事
業
主

の
方
は
、
４
月
１
日
現
在
の
家

内
労
働
者
数
等
に
つ
い
て
、「
委

託
状
況
届
」
を
労
働
基
準
監
督

署
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
30
日

㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

／
■問
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
課
03
―
３
５
１
２
―
１
６

１
４

■
戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

国
主
催
に
よ
る
令
和
３
年
度

慰
霊
巡
拝
（
墓
参
）
は
旧
ソ
連

（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト

共
和
国
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地

方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
）、
中
国
東

北
地
方
（
旧
満
州
地
区
全
域
）、

南
方
地
域
〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
西
部
を
含

む
）、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
東
部
）、
北
ボ

ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
〕、
硫
黄
島
（
第

一
次
・
第
二
次
）
の
国
と
地
域

を
予
定
（
中
止
・
変
更
の
場
合

が
有
）
／
■問
東
京
都
福
祉
保
健

局
生
活
福
祉
部
計
画
課
03
―
５

３
２
０
―
４
０
７
６

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止
するため、行事等については人数を制限して
実施または中止になる場合があります。

☆　むこうはら児童館  ☎042-563-1858　☆
■ピカピカ１年生ようこそゲーム／小学１年生／
４月７日午後１時30分～２時30分／各回５人
■あそびの日（新聞ジャンケン）／小学生／４月22
日午後４時～４時30分／各回20人
■おもちゃの広場／乳幼児／４月26日午前11時～
11時45分

☆　きよはら児童館　☎042-565-6021　☆
■こぐまちゃんこうえん（大型遊具等で自由に遊ぶ）
／乳幼児／４月13日午前10時30分～11時30分
■新1年生歓迎会／小学１年生／４月16日午後１
時50分～３時
■えほんのもり(絵本の読み聞かせ)／小学生／４
月20日午後３時～３時30分
■こぐまちゃんのおへや（手形足形アート）／乳
幼児／４月27日午前10時30分～11時30分／８人
／７日から申込受付
■ダンスクラブ員募集／小学３～６年生／５月13
日から木曜日（年30回）午後４時30分～５時30分
／10人（申込順）／当館で配布する申込用紙を記
入し、本人が提出（電話申込不可）／10日午前10時
から申込受付
■将棋クラブ員募集／小学生／５月14日～令和４
年３月４日原則第１・第３金曜日午後４時～５時／
８人／当館で配布する申込用紙を記入し、本人が
提出（電話申込不可）

☆　ならはし児童館　☎042-562-3600　☆
■新１年生歓迎ゲーム大会／小学１年生／４月
14～16日午後１時30分～２時30分／各日20人
／２日から申込受付
■ちびっこ広場（遊具で遊ぼう）／乳幼児／４月
20日午前10時30分～11時30分
■ひよぴよコケコ（プラバンで手形キーホルダー
を作ろう！）／乳幼児／４月27日午前10時30分
～11時30分／15人／２日から申込受付

☆　なんがい児童館　☎042-567-2441　☆
■新1年生歓迎会☆なんじどで遊ぼう！／小学1
年生／4月13日①午後1時から②午後1時40分か
ら／各回20人
■こまめちゃん（こいのぼりを作ってくぐろう！）
／乳幼児／4月20日午前10時45分～11時30分／
10人
■こつぶちゃん（手形足形とエッグポプリ）／１
歳未満／４月27日午前10時45分～11時30分／
10人／０歳児のお母さんたちの交流の場です

☆　さくらがおか児童館　☎042-567-2237　☆
■新１年生児童館探検ツアー／小学１年生／４月
13日午後２時30分～３時30分／25人／当日申込
／詳細は児童館だよりをご覧ください
■ぴよぴよらんど／生後３～12か月の乳児／４
月28日午前10時45分～11時30分／15人／当日
申込
■あそんDEパーク／乳幼児／４月21日午前10時
45分～11時30分／15人／当日申込

☆　かみきただい児童館　☎042-567-2884　☆
■新入生歓迎会（あそびにおいでよ！いちねんせ
い）／小学1年生／4月14日：1部午後1時15分～
1時40分、2部午後1時45分～2時10分
■べビママ／２か月～1歳前後の乳児／4月28日
午前10時30分～11時30分

※�受付時間は月～土曜日の午前10時～午後６時
（祝日は除く）。定員制の行事は３日前までに申
込みを（申込順。定員になり次第締め切り）。

※乳児・幼児は、保護者の付き添いが必要です。
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まちの話題をお寄せください…秘書広報課・内線1412まで

あなたのまちから

＜人口と世帯／3.3.1現在＞
住 民 基 本 台 帳 内 外 国 人

住 民 数 　前月比

男　41,931人 （　499人） 7人増
女　43,383人 （　718人） 6人増
計　85,314人 （1,217人） 13人増

2月の出生数　男22人  女22人
世帯　39,661世帯

今月の相談
▷法律相談／毎週金曜日、午前９時〜正午
▷登記相談／１日㈭、午後１時〜４時
▷不動産取引相談／８日㈭、午前９時〜正午
▷行政手続相談／８日㈭、午後１時〜４時
▷税務相談／15日㈭、午後１時〜４時
▷行政苦情相談／22日㈭、午前９時30分〜正午
▷交通事故相談／22日㈭、午後１時30分〜４時
※以上予約制　電話相談の場合があります。
▷人権身の上悩みごと相談／当面中止
※以上の問合せは、秘書広報課・内線1413まで。
▷市民相談／月〜金曜日、午前８時30分〜午後５
時／秘書広報課・内線1413
▷多重債務相談／14日㈬、午後１時〜４時15分

〔９日㈮までに要予約〕／消費生活センター（地域
振興課）・内線1713
▷消費生活相談／月〜金曜日、午前10時〜正午・
午後１時〜４時（予約優先）／消費生活センター

（地域振興課）・内線1713
▷男女共同参画相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後５時（予約制）／地域振興課・内線1715
▷子育て総合相談／月〜土曜日、午前９時〜午後
５時／子ども家庭支援センター☎042-565-3651
▷ひとり親・女性相談／月〜金曜日、午前９時〜
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線1764
▷福祉なんでも相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後５時／社会福祉協議会☎042-564-0012
▷教育相談／月〜金曜日、午前10時〜午後５時
（予約制）／さわやか教育相談室☎042-562-7911
▷職業相談／月〜金曜日、午前９時〜午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線1194
▷高齢者相談、高齢者虐待・介護者支援相談／月
〜土曜日、午前９時〜午後５時／高齢者ほっと支
援センターいもくぼ☎042-563-8777・きよはら☎
042-590-1138・なんがい☎042-566-8133
▷障害者相談／月〜金曜日と第２・４土曜日、午
前９時〜午後５時（火･木曜日は午後６時30分ま
で）／総合福祉センターは〜とふる☎042-516-3982
▷成年後見専門相談／22日㈭／午後１時30分〜４
時15分（予約制）／社会福祉協議会あんしん東大
和☎042-590-0018
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

◀�第七小学校の角野大樹さんが令和
2年度東京都小学生科学展で入賞

　都内の理数好きの小学生が自ら決めたテーマ
に関して深く研究し、その成果を発表する東京
都主催の令和２年度東京都小学生科学展におい
て、第七小学校の角野大樹さんが東京都教育委
員会賞を受賞しました。
　角野大樹さんは、浴室乾燥機を使ってどのよ
うに洗濯物を干せば早く乾くかを研究し、「この
研究で母の役に立てたうえ、このような賞もい
ただけてとても嬉しいです。」と語ってくれました。

◀�郷土博物館で企画展示ひなまつり
を行いました

　２月１３日〜３月３日、郷土博物館でひなま
つりの展示を行いました。博物館に寄贈された
様々なひな人形と、市民団体「布あそびぱれっと」
による手作りのつるし飾りが展示室いっぱいに
飾られ、室内を華やかに彩りました。また、期
間中には関連イベントとして、ペットボトルと
紙で作る「おひなさまを作ろう」や、うさぎの
ひな人形を作る手芸講座が行われ、見るだけで
なく参加して楽しむ春のイベントに来場者の方
が楽しんでいました。

▶�郷土博物館観察会
　　　　～冬季に珍客現れる～
　郷土博物館で２月に行われた冬の生き物観察
会。ここで見られた珍客はスズメバチ！倒木の
朽ちた部分を削ったところ、中から３匹のコガ
タスズメバチが現れました。
　スズメバチは女王となる交尾済のメスが冬越
しから覚めたのちに、１匹で巣作りをはじめて
秋には巨大な巣になります。刺されると恐ろし
い蜂ですが、冬にその姿を見ると、けなげにも
思えてきます。

 

市
長
コ
ラ
ム

　

気
を
緩
め
ず
感
染
防
止
対
策
を

東
大
和
市
長　

尾
崎
保
夫

　

国
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三
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緊
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に
つ
い
て
、
３
月
21
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を
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っ
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解
除
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
都
に
お
い
て

は
、
医
療
提
供
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制
は
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
規
陽
性
者
数
は
下
げ
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ま
っ
て
い
る
状
況
に

あ
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、
依
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と
し
て
厳
し
い
感
染
状
況
が
続
い
て

い
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と
に
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あ
り
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せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
入
学
式
、
人
事
異
動
等
の
時
期

を
迎
え
、
ま
た
、
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
会
食

や
外
出
の
機
会
が
増
え
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

は
、
こ
こ
で
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
緊
張
感

を
も
っ
た
対
応
と
、
引
き
続
き
の
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
手
洗
い
と
マ
ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め
な
消
毒

と
換
気
、
三
密
を
避
け
、
不
要
不
急
の
外
出
を

自
粛
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
面
に
記
事
が
あ
り
ま
す
と
お
り
、
早
期
に
市
民

の
皆
様
に
接
種
が
行
え
る
よ
う
、
国
の
指
示
に

基
づ
き
、
東
京
都
や
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、市
民
の
皆
様
に
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
等
で
順
次
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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